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甲南学園創立100周年記念事業
●  特 集

甲南新世紀に向けた新しい教育施設が誕生

● なるほど!甲南アカデミア
法学部 法学科 教授

笹倉 香奈

● It ’s KONAN Style
明石に保護猫カフェをオープン

中川 加奈子さん

　
大
正
10（
1
9
2
1
）年
に

高
等
学
校
と
し
て
は
日
本
初

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
新

築
さ
れ
た
校
舎
。そ
の
モ
ダ
ン

な
姿
は「
白
亜
城
」と
も
称
さ

れ
、多
く
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ

た
。当
時
の
正
門
は
、現
在
よ

り
も
北
側
奥
に
位
置
し
て
い

た
が
、昭
和
11（
1
9
3
6
）年

の
校
地
拡
張
に
と
も
な
い
移

動
し
て
今
日
に
至
る
。

　
そ
の
後
、平
成
7（
1
9
9
5
）

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

り
、多
く
の
学
び
舎
が
建
て
替

え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。し
か

し
、入
り
口
か
ら
続
く
緩
や
か

な
坂
道
や
正
門
の
佇
ま
い
は
、

世
代
を
超
え
て
当
時
と
変
わ

ら
ず
、学
生
た
ち
を
懐
深
く
迎

え
入
れ
、送
り
出
し
て
い
る
。

旧制甲南高等学校施設配置図。昭和11（1936）年ごろ。

正門前での一枚。
（第18回文科 卒業アルバムより）

（
参
考
／『
甲
南
学
園
の
80
年
』）

『
旧
制
甲
南
高
等
学
校
正
門
』

昭和11（1936）年の校地拡張により、現在地に移動した正門。
写真は昭和17（1942）年ごろ。
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甲南学園の10 0年
～ 豊 潤 な 時 を 讃 え て ～P r e c i o u s  t i m e  b e h i n d  u s
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２
０
１
９
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
甲
南
学
園

で
は
、R
e
s
p
e
c
t
a
b
l
e 

K
O
N
A
N 

o
f 

t
h
e 

W
o
r
l
d（  

世
界
で
通
用
す
る
甲
南  

）を
掲
げ
、さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
が
進
行
し
て
い
ま
す
。な
か
で
も
今
回
は
、

「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ 

建

設
」「
甲
南
大
学
白
川
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

セ
ミ
ナ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
拡
充
」「
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校 

教
育
環
境
整
備
」の

３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

　
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
」

は
、岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
福
利
厚
生
ゾ
ー
ン
を
再
開
発
し
、人

物
教
育
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
す
甲
南
新
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
新
校
舎
。２
０
１
7
年
9
月
中

旬
の
竣
工
に
向
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
甲
南
大
学
白

川
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

セ
ミ
ナ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」は
す
で
に
活

発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。２
期
工
事
も
終
了
し
活
用
の
範

囲
が
拡
大
、３
期
工
事
が
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。ま
た「
甲

南
高
等
学
校
・
中
学
校 

教
育
環
境
整
備
」は
体
育
教
育
施
設

が
竣
工
し
、今
後
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
整
備
を
計
画
中
で

す
。次
の
１
０
０
年
、甲
南
新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
体

現
す
る
こ
れ
ら
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
を
紹
介
し
ま
す
。

特 集
Special issue

甲
南
新
世
紀
に
向
け
た

新
し
い
教
育
施
設
が
誕
生

甲
南
学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業

（2016年12月22日撮影）

“

“

新任・退任教職員紹介

高浜虚子と長谷川素逝
「添削綴」でつながる師弟愛

KONAN TOPICS
甲南学園から“旬”のニュースをお届けします

高中 Topics

各界の第一線で活躍される著名人より
「いかに生きるか」を学ぶソフィア講演会

進化する岡本キャンパスの施設を紹介
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裏表紙

甲南学園創立100周年記念事業

甲南新世紀に向けた
新しい教育施設が誕生

特 集

気負わない姿勢で夢をカタチに

さまざまな分野の第一線で活躍する卒業生
It’s KONAN Style　中川 加奈子 さん

猫と人が自然体で出会う保護猫カフェ、オープン

なるほど！甲南アカデミア　法学部 法学科  教授 笹倉 香奈

無実の人を苦しめる「えん罪」を無くすために
日本版イノセンス・プロジェクトを始動

表紙の1枚

岡本キャンパス 正門

CONTENTS

平生釟三郎日記刊行記念シリーズ

平生釟三郎と訪伯経済使節団

岡本ぶらり
第1回 岡本にある“ひつじ”のナゾ？！

KONAN FORUM
課外活動成果報告／新刊一覧 ほか

甲南学園の100年

たった1本の悔しさをバネに奮起し、
インターハイ進出の栄冠を獲得！

22年ぶり 兵庫県トップに ［弓道部］

甲南健児の意気をみよ
「旧制甲南高等学校生銅像」を建立

甲南学園創立100周年カウントダウン連載
活動の輪を広げる同窓生たちⅣ 甲友の “絆”を訪ねて
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Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
」、愛
称
は

「
i
C
o
m
m
o
n
s（
ア
イ
コ
モ
ン
ズ
）」で
す
。２
０

１
４
年
秋
に
計
画
に
着
手
、２
０
１
６
年
１
月

か
ら
工
事
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

甲
南
大
学
は
、人
文
科
学
・
自
然
科
学
・
社
会

科
学
の
学
問
分
野
を
備
え
た「
ミ
デ
ィ
ア
ム
サ

イ
ズ
の
総
合
大
学
」と
い
う
特
長
を「
学
部
を
超

え
て
集
う
人
た
ち
が
自
然
に
交
じ
り
合
い
融
合

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
」に
よ
っ
て
一
層
際
立
た
せ

る
こ
と
に
力
を
注
い
で
お
り
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
も「
融
合
」の
教
育
を
コ
ン
セ
プ
ト

の
核
に
掲
げ
て
い
ま
す
。文
系
・
理
工
系
の
枠
を

超
え
て
学
生
や
教
職
員
が
融
合
し
、各
ク
ラ
ブ

が
相
互
に
触
発
さ
れ
て
創
造
力
を
生
み
出
す
。

そ
ん
な
人
と
人
を
つ
な
ぐ「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
結

節
点
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
す
る
た
め
に「
オ
ー

プ
ン
」と「
シ
ェ
ア
」を
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

定
め
ま
し
た
。「
オ
ー
プ
ン
」を
最
も
象
徴
す
る

の
が
１
階
か
ら
２
階
の
吹
き
抜
け
空
間
に
設
け

る「
A
g
o
r
a（
ア
ゴ
ラ
）」で
す
。〝
市
場
〞の
名
の

と
お
り
、に
ぎ
わ
い
の
あ
る
多
目
的
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
、キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
々
行
わ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
然
に
目
に
留
ま
る
ス

ペ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
の
ス
ペ
ー
ス
も

で
き
る
だ
け
ガ
ラ
ス
張
り
で
オ
ー
プ
ン
に
し
、活

動
の「
見
え
る
化
」を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト「
シ
ェ
ア
」は
、各

ス
ペ
ー
ス
に
柔
軟
性
を
も
た
せ
、多
目
的
に
使

い
回
せ
る
工
夫
を
取
り
入
れ
て
具
現
化
し
ま

す
。「
シ
ェ
ア
」を
最
も
よ
く
表
現
し
て
い
る
の

が
１
３
０
０
席
を
誇
る「
H
i
r
a
o 

H
a
l
l

（
学
生
食
堂
）」で
す
。昼
食
時
だ
け
で
な
く
、朝

か
ら
夕
方
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
が
で
き
る
場
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。「
食
」を

通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
海

外
の
大
学
や
企
業
の
事
例
に
学
び
な
が
ら
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
予
約
制
の
ブ
ー
ス
席

や
雰
囲
気
の
異
な
る
座
敷
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
設

置
。時
間
帯
を
問
わ
ず
つ
な
が
り
を
深
め
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
ま
す
。

　

快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
ア
ク
セ
ス

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。道
路
で
隔
て
ら
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
東
エ
リ
ア
と
の
間
に
上
空
通
路
を

設
け
る
こ
と
で
、２
号
館
３
階
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
。西
・
北
校
地
か
ら
も
直

接
i
C
o
m
m
o
n
s
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

i
C
o
m
m
o
n
s
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く

り
は
施
設
･
設
備
を
担
当
す
る
管
財
部
を
中
心

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、施
設
の
活
用
･
運
用
方
法
を
検
討
す
る
過

程
で
は
、学
生
、教
職
員
の
声
を
幅
広
く
集
め
て

い
ま
す
。そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、学
生
に
コ

ン
セ
プ
ト
の
共
通
理
解
を
図
り
、施
設
の
活
用

法
を
共
に
考
え
る「
i
S
e
s
s
i
o
n
s
」で
す
。

昨
年
７
月
に
白
川
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
約
１
０
０

名
の
学
生
と
合
宿
を
行
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
始
め
ま
し
た
。以
来
、意
見
交
換
と
調

整
を
続
け
て
お
り
、オ
ー
プ
ン
時
に
は
多
く
の

学
生
が
i
C
o
m
m
o
n
s
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
よ

く
理
解
し
、積
極
的
な
利
用
が
で
き
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
も
長
坂
学
長
の
も
と
、活
用
法
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
出
し
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
な
い
オ
ー
プ
ン
な
複

合
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ゼ
ミ
発
表
の
ほ
か
、

高
大
連
携
や
研
究
発
表
な
ど
多
様
な
意
見
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。職
員
も
若
手
を
中
心
に
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
を
作
り
、こ
れ
ま
で
の
学
生
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
変
え
る
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

甲
南
大
学
は
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
も
人
物
教
育
を
高
め
る
た
め
の
重

要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、日

頃
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
展
示
す
る

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
や
気
軽
に
発
表
が
で
き
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
予
定
で
す
。ほ
か
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
刺
激
を
受
け
た
り
、ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
な
い
学
生
と
も
融
合
が
期
待
で
き
ま

す
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
狭
間
宏
明

管
財
部
長
は
言
い
ま
す
。「
学
生
が
融
合
し
、所

属
す
る
ク
ラ
ブ
な
ど
の
枠
組
み
を
超
え
て
刺
激

を
受
け
た
り
、知
恵
を
出
し
合
っ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、社
会
で
求
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
で
の

課
題
解
決
力
養
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。元
来
、甲

南
の
学
生
は
人
と
つ
な
が
る
能
力
に
長
け
て
い

る
の
で
i
C
o
m
m
o
n
s
で
そ
れ
を
促
し
た
い

と
思
い
ま
す
」。

　

再
開
発
エ
リ
ア
に
は
、岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
一
本
松
」が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
松
を
は
じ
め
周
辺
の
樹
木
は
で
き
る
限
り

残
す
方
向
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。９
月
中

旬
の
竣
工
時
に
は
、装
い
新
た
な
石
階
段
と
一

本
松
が
姿
を
見
せ
る
予
定
で
す
。

　

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
i
C
o
m
m
o
n
s
。キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
多

様
な
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
融
合
し
た
空
間

で
、ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大
学
な
ら
で

は
の
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。甲
南
の
人
物
教
育
の
実
践
に

ふ
さ
わ
し
い
場
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
学
生
会
館

や
学
友
会
館
な
ど
６
つ
の
建
物
は
築
50
年

前
後
が
経
過
し
、耐
震
性
や
老
朽
化
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
学
園
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

新
た
な
機
能
を
付
加
し
て
の
建
て
替
え
が
決

ま
り
ま
し
た
。校
舎
名
は「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

Ｉ
Ｎ

iCommons
Project

甲南の人物教育を活性化する

Agora（アゴラ）ステップ

１階エントランスから２階の吹き抜け

空間に設ける多目的オープンコミュニ

ケーションスペース「Agora」。この空

間を象徴するのが「Agoraステップ」

です。自由に腰掛けられるゆったり座

席･大階段で、観客席の役割も兼ねて

います。ここで開催するイベントやプ

レゼンテーションに学生が参加し、こ

とばを交わす中で、融合が生まれるで

しょう。

相
互
啓
発
・
融
合
・
創
発
を
引
き
出
す

キ
ャ
ン
パ
ス
の
結
節
点

学
生
や
教
職
員
の
声
を
広
く
集
め
て

着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
中

iCommonsのコンセプトを学

生・教職員が各々の立場で考

え、できるだけ多くの構成員が

「こういう使い方ができるん

だ」と理解したうえで、９月中

旬の竣工を迎えたいと考えて

います。また、プロジェクトの

コンセプトを実現するため、竣

工後も柔軟に施設のよりよい

活用法を探っていきます。

iSessions
文化系クラブの学生を中心に

白川台キャンパスで合宿。

iCommonsの活用について

の意見交換会「iSessions」

を行いました。

甲南学園 管財部
はざま     ひろあき 

部長  狭間 宏明
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甲友会館1F

学生部

Cabin（部室）

Union（学生ラウンジ）

Agora 

西・北校地からの
アクセス

コンビニ・学生部
へのスロープ

上空通路
（2号館3階へ）

Fitness

医務室

ATM

コンビニ

甲友会館2F

Union（学生ラウンジ）

キャリアセンターCabin（部室）

Union（プロジェクトルーム）

3F

ブックカフェ

Cabin（部室）

Atelier

茶室

Kitchen
屋外テラス

Studio

Union（学生ラウンジ）

甲友会館B1F

地下駐車場へ 正面入口

Agoraステップ

Hirao Hall（学生食堂）

CAFFE＆BAR PRONTO
（カフェ＆バー プロント）

甲南大店

一本松

駐車場

課外活動倉庫

iStage（ホール）

音楽練習室

※2月28日現在。記載内容は急遽変更する場合があります。

4F

1F

B1F

2F

「iCommons」は人と人をつなぐ多彩なスペースを備えています。「Agora」

をはじめ、クラブ活動や自習に利用できる「Union（学生ラウンジ）」では、

学生間の新しいコラボレーションが生まれるでしょう。「Union（プロジェクト

ルーム）」や「Hirao Hall（学生食堂）」では教室以外での学生、学生と教職

員などの接点が増え、「学生部」と「キャリアセンター」を設けることでこ

れらの結びつきがより深まります。「Union」は企業説明会を開いたり、

教育研究やクラブ活動の成果を対外的に見ていただくなど、社会とつな

がる場としても活用できます。

天候を気にせず、多くの人が集まること

のできる岡本キャンパス初のオープンな

空間。大型ディスプレイに投影しながら

プレゼンテーションができ、行き交う学

生の目にも自然に入ります。文化系クラブ

の発表、体育会クラブの試合のパブリッ

クビューイング、ゼミ発表や講演会など

の教育研究活動、留学・就活の体験発表

などにも利用できます。

多目的オープンスペース
Agora アゴラ

複数のゾーンに分かれた食堂は、終日利用できる
コミュニケーションの場。ゆるやかな仕切りによる
ブース席はランチミーティングなどが可能です。
町屋風の引き戸を開けて入る座敷席も。

新しいコミュニケーションを生み出す
Hirao Hall（学生食堂）

クラブ部室は、なるべく活動内容がオープンになるよう
一部に展示用のショーケースを備えるなど、工夫された
スペースに。部室の家具を学生が自分たちで考え、製作
する活動の実施も検討中です。

Cabin（部室）

これまで部室の中で行われるこ
との多かったクラブ活動、ゼミや
サークルの打ち合わせ、気の置け
ない友人とのリラックスした会話
など、日頃は多様な人がゆるやか
につながる場。ときには就職活動
中の学生のための企業セミナー
や研究発表などが行われ、さまざ
まな催しから刺激を受ける場に
なります。また、大学祭のときは
展示会場に大きく変化します。

Union（学生ラウンジ）

学生のアイデアを形にする集中
作業や成果発表の場。少人数の
授業に使えるほか、就職セミ
ナーなどキャリア教育の場とし
ても活用できます。

Union（プロジェクトルーム）

グループ用個室ではランチミーティング、
お店を貸し切ってのゼミやクラブのパー
ティー・懇親会会場として利用できます。

Hirao Hall（学生食堂） 完成イメージ

各種トレーニングマシンのほか、ボルダリ
ングも設置予定。一般の学生を中心に、楽
しみながら気軽に体力づくりができるス
ペースです。

Fitness

卓球やストレッチ、ヨガといった保健体育の授業で使用

するほか、演劇やダンスの練習、小規模なイベントも開

催できます。

Studio

iCommons フロアレイアウト
人がつながる、人をつなぐ

「カルチャー」を通じて学生
の成長を促すイベントを企
画し、文化や教養に関する
本･雑誌を提供します。な
お、従来の書籍部（学友会
館北館）は今までどおり教
育研究に必要な本を提供し
ます。

ブックカフェ

CAFFE＆BAR PRONTO
（カフェ＆バー プロント）
甲南大店が出店
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2
0
1
6
年
4
月
、神
戸
市
須
磨
区
東
白
川

台
に「
甲
南
大
学 

白
川
台
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開

設
し
ま
し
た
。愛
称
は「
コ
ス
モ
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
」。須
磨
区
の
花
で
あ
る「
コ
ス
モ
ス
」に
ち

な
み
、学
生
の
無
限
の
可
能
性
を「
宇
宙

（
C
o
s
m
o
s
）」で
表
現
し
て
い
ま
す
。岡
本

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
40
分

の
距
離
に
あ
り
、学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念

白
川
台
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
I 

ll（
ア
イ
ル
）」

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
、野
外
活
動
施
設
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
講
義
室
や

セ
ミ
ナ
ー
室
、体
育
館
、1
0
8
名
収
容
の
食

を
通
じ
た
環
境
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
は
甲
南
大
学
の
教

育
・
研
究
を
深
化
さ
せ
る
場
で
あ
る
と
同
時

に
、地
域
貢
献
や
地
域
連
携
の
拠
点
で
も
あ
り

ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
東
白
川
台
は
住
民

の
方
が
、「
共
助
・
共
存
・
共
栄
」を
基
本
方
針
に

掲
げ
活
発
な
自
治
会
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
、

こ
う
し
た
地
域
の
方
々
と
甲
南
大
学
と
の
連

携
を
強
化
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
甲
南
大
学
法
科
大
学
院
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。「
振
り
込
め
詐
欺
」「
身
近
な

相
続
問
題
」な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

テ
ー
マ
を
設
け
、コ
ス
モ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
で
定

期
的
に
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
主
催
の
公
開
講
演
会
に
も
幅
広

い
世
代
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
継
続

し
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
共
存
・
共
栄
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

堂
と
1
4
0
名
収
容
の
宿
泊
施
設
を
備
え
、ゼ

ミ
合
宿
や
宿
泊
を
伴
う
多
様
な
活
動
に
対
応

が
可
能
で
す
。

　

昨
今
の
大
学
に
お
い
て
は
、教
員
と
学
生
、

学
生
同
士
が
交
流
す
る
時
間
を
増
や
す
こ
と

で
、教
育
効
果
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

り
ま
す
。甲
南
大
学
は
、宿
泊
研
修
施
設
と
し

て
広
野
合
宿
所
、平
生
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、ア
ク
セ
ス
が
不
便
、

食
事
の
提
供
が
で
き
な
い
、多
人
数
の
宿
泊
が

で
き
な
い
な
ど
の
課
題
を
有
し
て
い
た
た
め
、

1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
整
備

を
行
い
、新
た
な
交
流
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

早
速
、コ
ス
モ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
の
効
果
が
出

て
い
ま
す
。開
設
以
来
、週
末
ご
と
に
複
数
の
ゼ

ミ
合
宿
の
予
約
が
入
る
人
気
ぶ
り
で
、ゼ
ミ
間

の
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。1
年
次
の「
共

通
基
礎
演
習
」で
行
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、

学
生
・
教
員
か
ら
も
好
評
で
す
。日
常
と
は
異

な
る
環
境
に
身
を
置
き
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、教
育
活
動
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
3
月
に
は
2
期
工
事
も
竣
工

し
、内
部
が
一
新
さ
れ
た
体
育
館
、バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
に
加
え
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
山
林

を
活
用
し
た
散
策
路
や
ビ
オ
ト
ー
プ
が
加
わ

り
ま
し
た
。ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
生
態
系
の
観
察

﹇ 

甲
南
大
学 
白
川
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

﹈

非
日
常
の
環
境
で
交
流
を
深
め
、

地
域
と
も
つ
な
が
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設

　

ス
ポ
ー
ツ
屋
内
練
習
場
は
、ゴ
ル
フ
練
習
場

（
8
打
席
）と
多
目
的
に
使
え
る
野
球
練
習
場

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。甲
南
高
等
学
校
・
中

学
校
の
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
に
建
物
の

高
さ
を
10
メ
ー
ト
ル
以
下
に
抑
え
な
が
ら
、2

階
に
最
大
限
の
活
動
エ
リ
ア
と
天
井
高
を
確

保
。木
々
を
通
し
て
六
甲
山
の
さ
わ
や
か
な
風

が
吹
き
抜
け
、生
徒
が
体
力
づ
く
り
や
競
技
力

の
向
上
に
集
中
で
き
る
理
想
的
な
環
境
で
す
。

正
課
の
体
育
の
授
業
の
ほ
か
に
、ク
ラ
ブ
活
動

に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
で

は
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、サ
イ
エ
ン
ス
教
育
、

I
C
T
教
育
な
ど
の
教
育
環
境
整
備
計
画
も

進
行
中
で
す
。よ
り
良
い
学
び
の
場
を
整
え
、

国
際
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
屋
内
練
習
場

白川台キャンパスセミナー
「知っておきたい、役立つ情報!遺言編」
法科大学院主催

公開講演会、田中修特別客員教授･名誉教授
による「～新春に魅せる植物たち～」
地域連携センター主催

まずは試験的に、学園主催のイベント･正課授業を優先しております。卒業生、地域･一般

の方向けの利用方法につきましては、確定次第お知らせさせていただきます。

A

B

C

D

E

A.学園創立
   90～100周年記念甲友会館
   Le Casque（ル・カスク） 外観

B.スポーツ屋内練習場 外観

C.学園創立
   90～100周年記念甲友会館
   Le Casque（ル・カスク）
   オープンテラス

D.スポーツ屋内練習場内
   野球練習場（多目的練習場）

E.スポーツ屋内練習場内
   ゴルフ練習場

白川台セミナーハウス  I’ll （アイル）

講
義
室
や
宿
泊
施
設
を
完
備
し
、

ゼ
ミ
合
宿
で
に
ぎ
わ
う
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

公
開
講
座
な
ど
の
開
催
で
地
域
貢
献
・

地
域
連
携
の
場
と
し
て
も
活
用

,

　

2
0
1
6
年
10
月
、甲
南
高
等
学
校
・
中
学

校
の
体
育
館
跡
地
に
ス
ポ
ー
ツ
屋
内
練
習
場

が
完
成
し
ま
し
た
。雨
天
時
に
も
利
用
で
き
る

多
目
的
な
半
屋
内
運
動
施
設
で
す
。「
学
園
創

立
90
〜
1
0
0
周
年
記
念
甲
友
会
館 

L
e 

C
a
s
q
u
e 

（
ル
・
カ
ス
ク
）」 「
学
園
創
立
90
周

年
記
念
徳
体
知
ア
リ
ー
ナ 

E
ア
リ
ー
ナ
」の
竣

工
に
続
き
、ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を

め
ざ
し
て
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

学
園
創
立
者 

平
生
釟
三
郎
は
、徳
・
体
・
知
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
」

の
育
成
を
め
ざ
す
う
え
で
、勉
学
と
同
様
に
ス

ポ
ー
ツ
の
重
要
性
も
説
か
れ
ま
し
た
。「
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
は
単
に
体
育
の
み
な
ら
ず
、常
に
精

神
教
育
を
主
眼
と
し
、学
生
は
学
生
ら
し
き
ス

ポ
ー
ツ
に
終
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述

べ
て
お
り
ま
す
。自
律
心
や
チ
ー
ム
で
の
課
題

解
決
力
が
社
会
で
求
め
ら
れ
る
今
、ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
心
身
を
鍛
え
、豊
か
な
人
間
性
を
磨

く
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、そ
の
実
践

に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
い
え
ま
す
。

※館内無線LAN・自動販売機・給茶機

施設概要

［ 1 階 ］ 体育館・ロッカー室・シャワー室・食堂・管理室

［ 2 階 ］ 大講義室・セミナー室・ラウンジ・教員宿泊室

［ 3 階 ］ 宿泊室・大浴室・小浴室・洗面洗濯室

3

﹇ 

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校 

﹈

健
や
か
な
身
体
と
豊
か
な
人
間
性
を
養
う

ス
ポ
ー
ツ
屋
内
練
習
場
が
完
成

徳
・
体
・
知
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

人
物
の
育
成
を
実
践
す
る
場
に
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西門

正門

東門

トレーニング
ルーム

震災犠牲者
追悼記念樹

ビオトープ

災害記念碑

震災犠牲者
慰霊碑

旧制甲南高等学校
記念碑

学園創立者
平生釟三郎寿像

講堂兼体育館

防災センター
（警備・設備関係）

甲友会館

テニスコート

学友会館北館
（生協書籍部）

9号館

4号館

10号館

12号館

仮設食堂・部室棟

本校舎

北校舎
西校舎

11号館

17号館13号館

14号館

15号館

16号館

18号館
8号館

6号館

7号館

1号館

2号館

図書館

3号館

5号館

KONAN INFINITY

COMMONS
（愛称iCommons）

建設中

AB

C

D

E

F

G

H

I

2017年9月中旬完成予定

オリジナルコーヒー「KOCO cafe No.836」
を片手に、ゆったりと思考を巡らせる空間。

本校舎 図書館

図書館カフェ

留学生と学生が集うグローバルコミュニ
ケーションスペース。すべての学生が自由
に、楽しみながら外国語力や国際感覚を磨
くことができます。

本校舎 2号館1階

グローバルゾーン
porte（ポルト）

演示実験や研究発表など、理工系アクティ
ブラーニングを強力にサポート。

北校舎 7号館1階

サイエンス・
ラーニングコモンズ

D

E

I

地域社会と大学をつなぐ拠点。連携プロジェ
クトやボランティア情報が集まっています。

本校舎 12号館1階

地域連携センターF

正門付近とキャンパス中央3号館前で、授業
や課外講座などの情報をタイムリーに提供。

本校舎

デジタルサイネージG H

2
0
1
7
年
9
月
中
旬
の「
K
O
N
A
N 

I
N
F
I
N
I
T
Y 

C
O
M
M
O
N
S
」竣
工
に
向
け
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、学
生
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、施
設
・
設
備
の
拡
充
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
す
が
、着
実
に
進
化
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

壁の一部がガラス張りのゼミ室

プレゼンテーションやディスカッションなど、
用途に合わせてレイアウトが自由自在に。

本校舎 5号館

アクティブラーニングに対応した
ゼミ室とサイバーライブラリ

C

明るく開放感にあふれるフリースペース。学生の
グループワークに使用されています。

本校舎 1号館3階

ラウンジB

ゼミ室サイバーライブラリ

進
化
す
る
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の

施
設
を
紹
介

2017年秋までの仮設スペース。名物の天津飯
を提供する食堂とファミリーマートが便利。

本校舎 仮設食堂

食堂・コンビニエンスストアA

（2016年1月～）

（2016年4月リニューアルオープン）

（2015年3月オープン）

（2016年9月オープン）

（2015年9月オープン）
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iCommons

無実の人を苦しめる
「えん罪」を無くすために
日本版イノセンス・プロジェクトを始動
　無実の人が犯罪者として罪に問われる「えん罪」事件。アメリカでは、およそ25年前に始まった「イノセンス・
プロジェクト」の活動などによって、340人以上がDNA鑑定でえん罪を晴らされています。
　甲南大学で刑事訴訟法などを教える笹倉香奈教授は、2016年4月にその仕組みを日本にも導入する日本
版イノセンス・プロジェクト「えん罪救済センター」を立ち上げ、副代表に就任しました。えん罪が起こるメカニ
ズムとは、そしてその根絶のためには何をなすべきか、お話を伺いました。

　
法
律
学
の
研
究
者
や
弁
護
士
の
仲
間
と
と
も

に
2
0
1
6
年
4
月
、無
実
の
罪
に
問
わ
れ
て
苦

し
む
人
々
を
無
償
で
救
済
す
る「
え
ん
罪
救
済

セ
ン
タ
ー（
日
本
版
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
1
9
9
2
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
始

ま
っ
た
活
動
で
す
。え
ん
罪
が
疑
わ
れ
る
事
件

を
D
N
A
鑑
定
な
ど
に
よ
っ
て
再
検
証
す
る
こ

と
で
、こ
の
25
年
間
に
多
く
の
え
ん
罪
を
晴
ら

し
て
き
ま
し
た
。D
N
A
鑑
定
に
よ
っ
て
救
わ

れ
た
人
た
ち
の
中
に
は
20
名
の
元
死
刑
囚
が
含

ま
れ
、約
4
割
の
事
件
で
え
ん
罪
が
明
ら
か
に

な
っ
た
あ
と
に
真
犯
人
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
ア
メ
リ
カ
の

刑
事
司
法
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
」と
評
価
さ

れ
、同
様
の
試
み
が
カ
ナ
ダ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、フ

ラ
ン
ス
、台
湾
、南
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
2
0
1
1
年
9
月
か
ら
1
年
間
、ア
メ
リ

カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
客
員

研
究
員
と
し
て
留
学
し
た
際
に
、イ
ノ
セ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、「
日
本
に
も
こ
の
仕
組
み
を
導
入

し
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
え
ん
罪
は
人
生
を
完
膚
な
き
ま
で
に
破
壊
し

ま
す
。最
近
で
は
22
年
前
に
大
阪
府
東
住
吉
区

で
起
き
た
火
災
で
、小
学
校
6
年
生
の
娘
を
亡

く
さ
れ
た
母
親
と
内
縁
の
夫
に
よ
る
え
ん
罪
事

件
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

事
件
で
は
火
災
直
後
、警
察
が
保
険
金
詐
取
を

目
的
に
2
人
が
わ
が
子
を
殺
し
た
と
見
立
て

て
、高
圧
的
か
つ
違
法
な
取
り
調
べ
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
、取
調
官
か
ら「
否
認
す
れ
ば

死
刑
に
な
る
」と
脅
さ
れ
た
夫
と
、娘
を
失
っ
た

シ
ョ
ッ
ク
で
心
身
が
弱
っ
て
い
た
母
親
が
と
も

に
虚
偽
の
自
白
を
し
て
し
ま
い
、そ
の
後
の
裁

判
で
無
期
懲
役
の
判
決
が
下
っ
た
の
で
す
。

　
2
人
は
自
白
後
、否
認
に
転
じ
ま
し
た
が
、最

高
裁
ま
で
争
っ
て
も
主
張
は
認
め
ら
れ
ず
、刑

が
確
定
し
ま
し
た
。獄
中
か
ら
2
人
の
無
実
の

訴
え
が
司
法
に
届
き
、再
審
を
開
く
こ
と
が
決

ま
っ
た
の
は
2
0
1
5
年
10
月
の
こ
と
で
す
。

「
火
災
の
状
況
を
科
学
的
に
分
析
す
る
と
自
白

ど
お
り
の
犯
行
は
不
可
能
で
あ
る
」と
認
め
ら

れ
、翌
年
8
月
に
無
罪
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、司
法
の
誤
り
に
よ
っ
て
深
く
名
誉
を

傷
つ
け
ら
れ
、自
由
を
奪
わ
れ
た
20
年
以
上
の

日
々
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
え
ん
罪
事
件
が
起
き
る
背
景
に

は
、「
自
白
」な
ど
の
供
述
を
重
視
し
過
ぎ
る
日

本
の
捜
査
の
あ
り
方
や
刑
事
司
法
の
構
造
的
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。密
室
の
取
り
調
べ
で
捜
査

官
か
ら
連
日
厳
し
く
追
い
詰
め
ら
れ
続
け
て
、

や
っ
て
い
な
い
こ
と
で
も
認
め
て
し
ま
う
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、一
度
で
も
自
白

し
て
し
ま
え
ば
、警
察
は
そ
の
内
容
に
沿
っ
て

証
拠
を
組
み
立
て
、あ
と
か
ら
そ
れ
を
覆
す
の

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。目
撃
者
の
供
述

な
ど
も
本
人
の
勘
違
い
や
捜
査
官
の
恣
意
的
な

誘
導
に
よ
っ
て
、事
実
と
大
き
く
異
な
る
よ
う

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、い
わ
ゆ
る
科
学
的
捜
査
で
集
め
ら

れ
た
証
拠
が
完
全
に
間
違
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。個
人
特
定
の
切
り
札
と
な
っ
て
い

る
D
N
A
鑑
定
も
、犯
罪
捜
査
に
使
わ
れ
始
め

た
90
年
代
初
め
の
も
の
な
ど
は
精
度
が
必
ず
し

も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。2
0
1
0
年
に
再

審
で
無
実
が
証
明
さ
れ
た
栃
木
県
の「
足
利
事

件
」も
、初
期
の
間
違
っ
た
D
N
A
鑑
定
が
え
ん

罪
の
原
因
で
し
た
。D
N
A
鑑
定
以
外
で
は
、放

火
が
疑
わ
れ
た
火
災
の
調
査
も
間
違
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、前
述
し
た
東
住
吉
事
件
の
よ
う

に
捜
査
官
の
思
い
込
み
や
誤
っ
た
科
学
知
識
に

よ
り
え
ん
罪
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

裁
判
官
や
検
察
官
、弁
護
士
の
多
く
が
科
学
的

知
識
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、科
学
捜
査
の

判
断
の
誤
り
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
日
本
で
は
布
川
事
件
、東
電

女
子
社
員
殺
害
事
件
、袴
田
事
件
な
ど
、え
ん

罪
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
か
、え
ん

罪
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
件
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
事
件
の
多
く
は
、

強
い
使
命
感
を
も
っ
た
弁
護
士
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
ま

し
た
が
、実
は
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
処
罰
を
受

け
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
そ
の
何
倍
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。え
ん
罪
を
放
置
す
る
こ

と
は
、そ
の
影
に
隠
れ
て
い
る「
真
犯
人
」を
逃

す
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。事
件
の
真
相
を
解
明

す
る
た
め
に
も
、え
ん
罪
の
究
明
は
不
可
欠
な

の
で
す
。

　
実
際
に
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
は
こ
の
1
年
弱

で
、獄
中
に
い
る
人
や
そ
の
家
族
、支
援
者
な
ど

か
ら「
本
当
は
無
実
で
あ
る
」と
い
っ
た
相
談
が

2
0
0
件
近
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の

事
件
に
つ
い
て
現
在
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。20

数
名
い
る
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、大
学
の
法

律
学
の
研
究
者
に
加
え
て
、数
々
の
え
ん
罪
事
件

に
か
か
わ
っ
て
き
た
弁
護
士
、科
学
捜
査
研
究
所

の
元
技
官
、自
然
科
学
者
、心
理
学
者
な
ど
が
い

ま
す
。そ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

知
識
を
生
か
し
、裁
判
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
科

学
的
な
見
直
し
や
、供
述
な
ど
の
洗
い
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。元
科
学
捜
査
研
究
所
の
メ
ン

バ
ー
は「
警
察
が
捜
査
の
過
程
で
、自
分
た
ち
に

都
合
の
良
い
結
論
を
出
す
よ
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
」と
話
し
て
お

り
、証
拠
そ
の
も
の
を
正
し
く
検
証
す
る
こ
と

が
、え
ん
罪
を
減
ら
す
こ
と
に
直
結
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
一
つ
ひ
と
つ
の
え
ん
罪
事
件
を
詳

細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、え
ん
罪
の
起
こ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
け
ば
、そ
れ
が
起

こ
ら
な
い
制
度
を
司
法
に
組
み
込
む
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。た
と
え
ば
密
室
の
取
り
調
べ
が

虚
偽
の
自
白
を
生
む
土
壌
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、す
べ
て
の
事
件
で
取
り
調
べ
を
録
音
・

録
画
し
検
証
で
き
る
よ
う
な「
可
視
化
」の
制
度
、

そ
し
て
取
り
調
べ
に
弁
護
人
が
立
ち
会
う
こ
と

を
法
制
化
す
れ
ば
対
策
に
な
る
で
し
ょ
う
。取
調

官
の
目
撃
者
へ
の
質
問
の
し
か
た
を
ル
ー
ル
化

す
る
こ
と
で
、間
違
っ
た
目
撃
供
述
を
減
ら
す
仕

組
み
も
作
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
制

度
改
正
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、え
ん
罪
を

な
く
す
こ
と
が
私
た
ち
の
活
動
の
最
終
的
な
目

標
で
す
。将
来
は
え
ん
罪
に
問
わ
れ
た
人
の
釈
放

後
の
生
活
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、精
神
的
な
ケ
ア

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
え
ん
罪
救
済
セ
ン
タ
ー
」の
事
務
局
は
京
都
市

の
立
命
館
大
学
内
に
あ
り
ま
す
が
、2
0
1
6
年

7
月
か
ら
甲
南
大
学
の
法
学
部
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、「
甲
南
大
学
父
母
の
会
」の
支
援
を

受
け
て
30
数
名
の
学
部
生
が
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。1
〜
3
年
次
が
中
心
で
、そ
の
う
ち
半
分

以
上
は
女
子
学
生
で
す
。ア
メ
リ
カ
の
イ
ノ
セ
ン

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、学
生
の
う
ち
か
ら
え
ん
罪
事

件
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、司
法
や
社
会
の
あ
り
方

を
学
ぶ
う
え
で
の
実
践
的
な
学
習
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。個
人
に
対
し
て
強
制
力
を
も
つ
法
制

度
が
ひ
と
た
び
間
違
っ
て
運
用
さ
れ
れ
ば
、人
生

を
破
壊
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。そ
の
恐
ろ
し
さ

と
責
任
の
重
さ
を
、実
際
に
起
き
た
え
ん
罪
事
件

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
学
生
た
ち
に
は
、2
0
1
6
年
9
月
に
え
ん
罪

救
済
セ
ン
タ
ー
と
京
都
弁
護
士
会
な
ど
が
共
催

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
っ
た
ほ
か
、1
9
7
9
年
に
鹿
児
島
で
起
き

た「
大
崎
事
件
」と
呼
ば
れ
る
え
ん
罪
事
件
の
集

会
に
も
12
月
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。参
加

し
た
学
生
か
ら
は「
現
実
に
え
ん
罪
被
害
者
の
方

の
話
を
聞
い
て
、こ
れ
は
何
と
し
て
も
手
伝
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」と
い
う
声
が

複
数
届
い
て
い
ま
す
。自
分
た
ち
の
活
動
が
無
実

の
人
を
救
う
こ
と
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
、強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
よ
う

で
す
。さ
ら
に
、若
い
学
生
た
ち
が
え
ん
罪
救
済

の
た
め
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、メ
デ
ィ
ア

が
こ
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
、良
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。「
犯
罪
者
は
厳
し

く
罰
す
べ
き
だ
」と
考
え
る
人
が
多
い
日
本
社
会

の
中
で
、報
道
に
よ
っ
て「
え
ん
罪
と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
」を
知
る
人
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
、未
来
の
え
ん
罪
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
幼
い
こ
ろ
に
広
島
の
原
爆
被
害
を
描
い

た
マ
ン
ガ『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』を
読
ん
で
、人
権

を
権
力
が
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
憤

り
を
感
じ「
将
来
、困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け

る
仕
事
が
し
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

小
学
5
年
生
の
と
き
に
第
16
代
ア
メ
リ
カ
大
統

領
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
伝
記
を
読

み
、彼
が
弁
護
士
時
代
に
貧
し
い
人
々
の
訴
訟

を
無
料
で
引
き
受
け
た
こ
と
を
知
っ
て
感
銘
を

受
け
、こ
の
こ
と
が
法
律
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。大
学
の
法
学
部
に
進
学
し
て
勉

強
す
る
う
ち
に
研
究
の
道
に
進
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
近
で
は
先
進
国
で
は

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
州
で
し
か
行
わ
れ

笹
倉 

奈

法
学
部 

法
学
科 

教
授

さ
さ
く
ら

か 

な

日
本
版
イ
ノ
セ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

え
ん
罪
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
る
人
生

K O N A N  A c a d e m i a

なるほど!

甲南
アカデミア

て
い
な
い
死
刑
制
度
に
つ
い
て
も
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
り
、そ
も
そ
も
犯
罪
の
抑
止
力
と
し

て
死
刑
が
有
効
な
の
か
、え
ん
罪
で
死
刑
に

な
っ
た
人
へ
の
責
任
を
国
家
は
ど
う
取
る
べ
き

な
の
か
、と
い
っ
た
こ
と
を
研
究
す
る
よ
う
に

も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　「
法
律
と
い
う
の
は
、弱
い
人
を
守
る
た
め
に

あ
る
」と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。罪
を
犯
し
て
獄

中
に
あ
る
人
も
、同
じ
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
べ
き
で
す
。そ
し
て
自
分
の
学
ん

だ
法
律
の
知
識
が
、え
ん
罪
事
件
で
苦
し
む
人

た
ち
を
救
う
こ
と
に
少
し
で
も
つ
な
が
る
の
で

あ
れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一橋大学後藤昭名誉教授
（現在は青山学院大学教授）。

袴田事件弁護団・
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イノセンス・プロジェクトの方々と。
（笹倉教授は前列右から2番目）

　
法
律
学
の
研
究
者
や
弁
護
士
の
仲
間
と
と
も

に
2
0
1
6
年
4
月
、無
実
の
罪
に
問
わ
れ
て
苦

し
む
人
々
を
無
償
で
救
済
す
る「
え
ん
罪
救
済

セ
ン
タ
ー（
日
本
版
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
1
9
9
2
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
始

ま
っ
た
活
動
で
す
。え
ん
罪
が
疑
わ
れ
る
事
件

を
D
N
A
鑑
定
な
ど
に
よ
っ
て
再
検
証
す
る
こ

と
で
、こ
の
25
年
間
に
多
く
の
え
ん
罪
を
晴
ら

し
て
き
ま
し
た
。D
N
A
鑑
定
に
よ
っ
て
救
わ

れ
た
人
た
ち
の
中
に
は
20
名
の
元
死
刑
囚
が
含

ま
れ
、約
4
割
の
事
件
で
え
ん
罪
が
明
ら
か
に

な
っ
た
あ
と
に
真
犯
人
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
ア
メ
リ
カ
の

刑
事
司
法
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
」と
評
価
さ

れ
、同
様
の
試
み
が
カ
ナ
ダ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、フ

ラ
ン
ス
、台
湾
、南
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
2
0
1
1
年
9
月
か
ら
1
年
間
、ア
メ
リ

カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
客
員

研
究
員
と
し
て
留
学
し
た
際
に
、イ
ノ
セ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、「
日
本
に
も
こ
の
仕
組
み
を
導
入

し
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
え
ん
罪
は
人
生
を
完
膚
な
き
ま
で
に
破
壊
し

ま
す
。最
近
で
は
22
年
前
に
大
阪
府
東
住
吉
区

で
起
き
た
火
災
で
、小
学
校
6
年
生
の
娘
を
亡

く
さ
れ
た
母
親
と
内
縁
の
夫
に
よ
る
え
ん
罪
事

件
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

事
件
で
は
火
災
直
後
、警
察
が
保
険
金
詐
取
を

目
的
に
2
人
が
わ
が
子
を
殺
し
た
と
見
立
て

て
、高
圧
的
か
つ
違
法
な
取
り
調
べ
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
、取
調
官
か
ら「
否
認
す
れ
ば

死
刑
に
な
る
」と
脅
さ
れ
た
夫
と
、娘
を
失
っ
た

シ
ョ
ッ
ク
で
心
身
が
弱
っ
て
い
た
母
親
が
と
も

に
虚
偽
の
自
白
を
し
て
し
ま
い
、そ
の
後
の
裁

判
で
無
期
懲
役
の
判
決
が
下
っ
た
の
で
す
。

　
2
人
は
自
白
後
、否
認
に
転
じ
ま
し
た
が
、最

高
裁
ま
で
争
っ
て
も
主
張
は
認
め
ら
れ
ず
、刑

が
確
定
し
ま
し
た
。獄
中
か
ら
2
人
の
無
実
の

訴
え
が
司
法
に
届
き
、再
審
を
開
く
こ
と
が
決

ま
っ
た
の
は
2
0
1
5
年
10
月
の
こ
と
で
す
。

「
火
災
の
状
況
を
科
学
的
に
分
析
す
る
と
自
白

ど
お
り
の
犯
行
は
不
可
能
で
あ
る
」と
認
め
ら

れ
、翌
年
8
月
に
無
罪
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、司
法
の
誤
り
に
よ
っ
て
深
く
名
誉
を

傷
つ
け
ら
れ
、自
由
を
奪
わ
れ
た
20
年
以
上
の

日
々
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
え
ん
罪
事
件
が
起
き
る
背
景
に

は
、「
自
白
」な
ど
の
供
述
を
重
視
し
過
ぎ
る
日

本
の
捜
査
の
あ
り
方
や
刑
事
司
法
の
構
造
的
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。密
室
の
取
り
調
べ
で
捜
査

官
か
ら
連
日
厳
し
く
追
い
詰
め
ら
れ
続
け
て
、

や
っ
て
い
な
い
こ
と
で
も
認
め
て
し
ま
う
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、一
度
で
も
自
白

し
て
し
ま
え
ば
、警
察
は
そ
の
内
容
に
沿
っ
て

証
拠
を
組
み
立
て
、あ
と
か
ら
そ
れ
を
覆
す
の

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。目
撃
者
の
供
述

な
ど
も
本
人
の
勘
違
い
や
捜
査
官
の
恣
意
的
な

誘
導
に
よ
っ
て
、事
実
と
大
き
く
異
な
る
よ
う

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、い
わ
ゆ
る
科
学
的
捜
査
で
集
め
ら

れ
た
証
拠
が
完
全
に
間
違
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。個
人
特
定
の
切
り
札
と
な
っ
て
い

る
D
N
A
鑑
定
も
、犯
罪
捜
査
に
使
わ
れ
始
め

た
90
年
代
初
め
の
も
の
な
ど
は
精
度
が
必
ず
し

も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。2
0
1
0
年
に
再

審
で
無
実
が
証
明
さ
れ
た
栃
木
県
の「
足
利
事

件
」も
、初
期
の
間
違
っ
た
D
N
A
鑑
定
が
え
ん

罪
の
原
因
で
し
た
。D
N
A
鑑
定
以
外
で
は
、放

火
が
疑
わ
れ
た
火
災
の
調
査
も
間
違
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、前
述
し
た
東
住
吉
事
件
の
よ
う

に
捜
査
官
の
思
い
込
み
や
誤
っ
た
科
学
知
識
に

よ
り
え
ん
罪
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

裁
判
官
や
検
察
官
、弁
護
士
の
多
く
が
科
学
的

知
識
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、科
学
捜
査
の

判
断
の
誤
り
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
日
本
で
は
布
川
事
件
、東
電

女
子
社
員
殺
害
事
件
、袴
田
事
件
な
ど
、え
ん

罪
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
か
、え
ん

罪
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
件
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
事
件
の
多
く
は
、

強
い
使
命
感
を
も
っ
た
弁
護
士
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
ま

し
た
が
、実
は
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
処
罰
を
受

け
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
そ
の
何
倍
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。え
ん
罪
を
放
置
す
る
こ

と
は
、そ
の
影
に
隠
れ
て
い
る「
真
犯
人
」を
逃

す
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。事
件
の
真
相
を
解
明

す
る
た
め
に
も
、え
ん
罪
の
究
明
は
不
可
欠
な

の
で
す
。

　
実
際
に
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
は
こ
の
1
年
弱

で
、獄
中
に
い
る
人
や
そ
の
家
族
、支
援
者
な
ど

か
ら「
本
当
は
無
実
で
あ
る
」と
い
っ
た
相
談
が

2
0
0
件
近
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の

事
件
に
つ
い
て
現
在
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。20

数
名
い
る
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、大
学
の
法

律
学
の
研
究
者
に
加
え
て
、数
々
の
え
ん
罪
事
件

に
か
か
わ
っ
て
き
た
弁
護
士
、科
学
捜
査
研
究
所

の
元
技
官
、自
然
科
学
者
、心
理
学
者
な
ど
が
い

ま
す
。そ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

知
識
を
生
か
し
、裁
判
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
科

学
的
な
見
直
し
や
、供
述
な
ど
の
洗
い
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。元
科
学
捜
査
研
究
所
の
メ
ン

バ
ー
は「
警
察
が
捜
査
の
過
程
で
、自
分
た
ち
に

都
合
の
良
い
結
論
を
出
す
よ
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
」と
話
し
て
お

り
、証
拠
そ
の
も
の
を
正
し
く
検
証
す
る
こ
と

が
、え
ん
罪
を
減
ら
す
こ
と
に
直
結
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
一
つ
ひ
と
つ
の
え
ん
罪
事
件
を
詳

細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、え
ん
罪
の
起
こ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
け
ば
、そ
れ
が
起

こ
ら
な
い
制
度
を
司
法
に
組
み
込
む
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。た
と
え
ば
密
室
の
取
り
調
べ
が

虚
偽
の
自
白
を
生
む
土
壌
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、す
べ
て
の
事
件
で
取
り
調
べ
を
録
音
・

録
画
し
検
証
で
き
る
よ
う
な「
可
視
化
」の
制
度
、

そ
し
て
取
り
調
べ
に
弁
護
人
が
立
ち
会
う
こ
と

を
法
制
化
す
れ
ば
対
策
に
な
る
で
し
ょ
う
。取
調

官
の
目
撃
者
へ
の
質
問
の
し
か
た
を
ル
ー
ル
化

す
る
こ
と
で
、間
違
っ
た
目
撃
供
述
を
減
ら
す
仕

組
み
も
作
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
制

度
改
正
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、え
ん
罪
を

な
く
す
こ
と
が
私
た
ち
の
活
動
の
最
終
的
な
目

標
で
す
。将
来
は
え
ん
罪
に
問
わ
れ
た
人
の
釈
放

後
の
生
活
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、精
神
的
な
ケ
ア

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
え
ん
罪
救
済
セ
ン
タ
ー
」の
事
務
局
は
京
都
市

の
立
命
館
大
学
内
に
あ
り
ま
す
が
、2
0
1
6
年

7
月
か
ら
甲
南
大
学
の
法
学
部
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、「
甲
南
大
学
父
母
の
会
」の
支
援
を

受
け
て
30
数
名
の
学
部
生
が
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。1
〜
3
年
次
が
中
心
で
、そ
の
う
ち
半
分

以
上
は
女
子
学
生
で
す
。ア
メ
リ
カ
の
イ
ノ
セ
ン

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、学
生
の
う
ち
か
ら
え
ん
罪
事

件
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、司
法
や
社
会
の
あ
り
方

を
学
ぶ
う
え
で
の
実
践
的
な
学
習
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。個
人
に
対
し
て
強
制
力
を
も
つ
法
制

度
が
ひ
と
た
び
間
違
っ
て
運
用
さ
れ
れ
ば
、人
生

を
破
壊
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。そ
の
恐
ろ
し
さ

と
責
任
の
重
さ
を
、実
際
に
起
き
た
え
ん
罪
事
件

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
学
生
た
ち
に
は
、2
0
1
6
年
9
月
に
え
ん
罪

救
済
セ
ン
タ
ー
と
京
都
弁
護
士
会
な
ど
が
共
催

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
っ
た
ほ
か
、1
9
7
9
年
に
鹿
児
島
で
起
き

た「
大
崎
事
件
」と
呼
ば
れ
る
え
ん
罪
事
件
の
集

会
に
も
12
月
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。参
加

し
た
学
生
か
ら
は「
現
実
に
え
ん
罪
被
害
者
の
方

の
話
を
聞
い
て
、こ
れ
は
何
と
し
て
も
手
伝
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」と
い
う
声
が

複
数
届
い
て
い
ま
す
。自
分
た
ち
の
活
動
が
無
実

の
人
を
救
う
こ
と
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
、強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
よ
う

で
す
。さ
ら
に
、若
い
学
生
た
ち
が
え
ん
罪
救
済

の
た
め
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、メ
デ
ィ
ア

が
こ
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
、良
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。「
犯
罪
者
は
厳
し

く
罰
す
べ
き
だ
」と
考
え
る
人
が
多
い
日
本
社
会

の
中
で
、報
道
に
よ
っ
て「
え
ん
罪
と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
」を
知
る
人
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
、未
来
の
え
ん
罪
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
幼
い
こ
ろ
に
広
島
の
原
爆
被
害
を
描
い

た
マ
ン
ガ『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』を
読
ん
で
、人
権

を
権
力
が
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
憤

り
を
感
じ「
将
来
、困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け

る
仕
事
が
し
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

小
学
5
年
生
の
と
き
に
第
16
代
ア
メ
リ
カ
大
統

領
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
伝
記
を
読

み
、彼
が
弁
護
士
時
代
に
貧
し
い
人
々
の
訴
訟

を
無
料
で
引
き
受
け
た
こ
と
を
知
っ
て
感
銘
を

受
け
、こ
の
こ
と
が
法
律
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。大
学
の
法
学
部
に
進
学
し
て
勉

強
す
る
う
ち
に
研
究
の
道
に
進
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
近
で
は
先
進
国
で
は

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
州
で
し
か
行
わ
れ

二
度
と
え
ん
罪
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に

学
生
た
ち
も
活
動
に
参
加

え
ん
罪
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る

て
い
な
い
死
刑
制
度
に
つ
い
て
も
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
り
、そ
も
そ
も
犯
罪
の
抑
止
力
と
し

て
死
刑
が
有
効
な
の
か
、え
ん
罪
で
死
刑
に

な
っ
た
人
へ
の
責
任
を
国
家
は
ど
う
取
る
べ
き

な
の
か
、と
い
っ
た
こ
と
を
研
究
す
る
よ
う
に

も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　「
法
律
と
い
う
の
は
、弱
い
人
を
守
る
た
め
に

あ
る
」と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。罪
を
犯
し
て
獄

中
に
あ
る
人
も
、同
じ
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
べ
き
で
す
。そ
し
て
自
分
の
学
ん

だ
法
律
の
知
識
が
、え
ん
罪
事
件
で
苦
し
む
人

た
ち
を
救
う
こ
と
に
少
し
で
も
つ
な
が
る
の
で

あ
れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

（えん罪救済センターについては、Webサイト http://www.ipjapan.org/ などを参照）

ささくら か な

法学部 法学科  笹倉 香奈 教授
奈良県出身。東京大学法学部卒業、一橋大学大学院法学研究科博士

課程修了後、日本学術振興会特別研究員（2005～2008年）を経て

甲南大学へ。大学では主に刑事訴訟法、刑事法入門などの授業を担当

する。オフの日は散歩、読書などをして過ごす。好きな作家は伊坂幸太

郎、浅田次郎、有吉佐和子など。
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気負わない姿勢で夢をカタチに

　空前の猫ブームといわれるなか、日本では年間約7万匹※1近くの猫が殺処分されています。兵庫県だけでも、年間約

2000匹※1。そんな現状を少しでも変えたい…、そんな思いから一人の女性が立ち上がりました。2016年9月9日、明石に

保護猫カフェ「caro（カーロ）」をオープンした文学部人間科学科の卒業生 中川加奈子さんがその人。居心地のよいカ

フェを訪ね、設立の動機や経緯、今後のビジョンなどについてお話を伺いました。

猫
と
違
い
、成
猫
は
譲
渡
会
に
出
し
て
も
緊
張
と

警
戒
心
か
ら
ゲ
ー
ジ
に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
と

い
う
場
合
が
多
い
の
だ
と
か
。普
段
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
成
猫
を
見
て
も
ら
え
る
場
所
を
作
っ
て

譲
渡
に
結
び
つ
け
た
い
…
、中
川
さ
ん
の
挑
戦
は

そ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
の
で

す
。「
自
分
の
こ
と
を
ク
ー
ル
な
人
間
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
、こ
ん
な
に
猫
に
夢
中
に
な
る
な
ん
て

私
自
身
が
一
番
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す（
笑
）」。笑

顔
で
さ
り
げ
な
く
語
る
中
川
さ
ん
で
す
が
、決
断

後
の
行
動
は
周
囲
も
驚
く
ほ
ど
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で

大
胆
な
も
の
で
し
た
。

　

中
川
さ
ん
が
保
護
猫
カ
フ
ェ
を
開
こ
う
と
決

め
た
の
は
、2
0
1
6
年
初
頭
の
こ
と
。5
月
に

は
現
在
の
場
所
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を
決
め
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
※

で

支
援
を
募
り
始
め
ま
し
た
。「
保
健
所
で
殺
処
分

を
待
つ
猫
た
ち
を
助
け
出
し
、新
し
い
家
族
と
出

会
え
る
保
護
猫
カ
フ
ェ
を
作
り
た
い
！
」と
率
直

な
こ
と
ば
で
趣
旨
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。約
3
か
月

で
1
8
7
人
の
支
援
者
か
ら
目
標
額
を
上
回
る

1
7
2
万
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

「
全
国
の
見
ず
知
ら
ず
の
方
々
に
、こ
れ
ほ
ど
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感

謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
責
任
を
感
じ
た
瞬
間
で

も
あ
り
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
も
オ
ー
プ
ン
へ
の
準
備
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。殺
風
景
だ
っ
た
ビ
ル
の
1

室
は
、猫
に
も
人
に
も
快
適
な
居
心
地
の
よ
い
ス

ペ
ー
ス
へ
。「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し

た
い
と
思
い
、天
井
は
夫
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

2
人
で
塗
り
ま
し
た
。空
間
づ
く
り
で
一
番
大
切

に
し
た
の
は
、猫
の
ス
ト
レ
ス
を
で
き
る
だ
け
な

く
す
こ
と
で
す
。気
の
合
わ
な
い
猫
同
士
が
す
れ

違
わ
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
複
数
の
動
線
を
設

け
た
の
も
工
夫
の
一
つ
。高
所
を
歩
く
猫
の
肉
球

が
見
え
て
触
れ
合
え
る
透
明
の
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー

ク
も
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
、大
き
な
声
や
動
作
に

敏
感
な
猫
も
多
い
た
め
、9
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
来
店
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
運
営
面
で
も

猫
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

猫
と
人
が
幸
せ
に
出
会
う
た
め
の
細
や
か
な
工

夫
を
重
ね
、2
0
1
6
年
9
月
9
日
、保
護
猫
カ

フ
ェ「
c
a
r
o
」は
誕
生
し
ま
し
た
。

　

広
々
と
清
潔
な
カ
フ
ェ
の
中
で
猫
た
ち
は
窓

辺
か
ら
外
を
眺
め
た
り
、お
客
さ
ん
と
猫
じ
ゃ
ら

し
で
遊
ん
だ
り
、す
や
す
や
と
眠
っ
た
り
、好
奇

心
旺
盛
に
近
づ
い
て
き
た
り
と
思
い
思
い
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
快
適
な
環

境
の
せ
い
か
、ど
の
猫
も
驚
く
ほ
ど
人
懐
っ
こ
く

て
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
。中
川
さ
ん
が
理
想
と
し
て
い

た「
普
段
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
猫
」の
魅
力
に
引

か
れ
、里
親
を
願
い
出
る
人
々
も
増
え
て
き
ま
し

た
。「
里
親
を
希
望
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
ほ
ど
う

れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
終
生
、家
族

の
一
員
と
し
て
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
、ま
ず
は
2
週
間
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
正
式
譲
渡
が
決
ま
っ
た

ら
、必
ず
ご
自
宅
に
足
を
運
ん
で
飼
育
環
境
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、脱
走
防
止
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
も
し
て
い
ま
す
」。譲
渡
後
に
、「
あ
り
が
と

う
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
幸
せ
に
暮
ら
す
猫

の
写
真
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
と
語
る
中
川
さ
ん
。キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど

支
援
物
資
を
送
っ
て
く
れ
る
人
も
現
れ
、猫
を
通

じ
て
生
ま
れ
た
人
と
人
の
絆
が
静
か
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

保
護
猫
カ
フ
ェ「
c
a
r
o
」は
、オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
イ
ト
の
ほ
か
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
S
N
S（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）を

使
っ
た
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
際
、

甲
南
大
学
で
学
ん
だ
人
間
表
現
領
域
の
学
び
が

役
立
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。「
大
学
時
代
の
授
業
は

ど
れ
も
面
白
か
っ
た
の
で
す
が
、中
で
も
岡
本
の

風
景
を
写
真
撮
影
し
、み
ん
な
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
授
業
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

人
々
の
心
を
引
き
つ
け
る
表
現
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と

は
何
か
。実
践
的
に
学
ん
だ
お
か
げ
で
S
N
S
の

発
信
に
も
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
め
ま
す
」。

　

中
川
さ
ん
に
と
っ
て
2
0
1
6
年
は
、カ
フ
ェ

設
立
を
果
た
し
た
記
念
の
年
に
な
り
ま
し
た
。夢

を
実
現
し
た
今
、次
の
目
標
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。「
地
道
に
続
け
る
こ
と
で
す
ね
。あ
る

日
、買
い
物
を
し
て
い
る
と『
新
聞
で
見
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！
』と
涙

を
浮
か
べ
て
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。私
に
で
き

る
こ
と
は
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
猫

の
個
性
を
発
見
す
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。い
つ
の
日
か
、白
血

病
や
エ
イ
ズ
な
ど
の
猫
の
ケ
ア
も
し
た
い
と
語

る
中
川
さ
ん
。自
然
体
で
気
負
わ
な
い
姿
勢
が
、

猫
を
取
り
巻
く
環
境
を
少
し
ず
つ
、し
か
し
確
実

に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

J
R
明
石
駅
か
ら
歩
い
て
5
分
ほ
ど
の
距
離

に
あ
る
譲
渡
型
の
保
護
猫
カ
フ
ェ「
c
a
r
o

（
カ
ー
ロ
）」。扉
を
開
け
る
と
、そ
こ
に
は
駅
近
と

い
う
便
利
な
場
所
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
静
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ

て
い
ま
す
。訪
れ
る
人
を
明
る
い
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
る
の
は
、オ
ー
ナ
ー
の
中
川
加
奈
子
さ
ん
。

保
護
猫
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
ど
の
情
熱

の
も
ち
主
な
ら
ば
、幼
い
こ
ろ
か
ら
大
の
猫
好
き

に
違
い
な
い
と
思
い
き
や
…
返
っ
て
き
た
の
は

ち
ょ
っ
と
意
外
な
答
え
で
し
た
。

　
「
猫
と
暮
ら
し
始
め
た
の
は
、5
年
ほ
ど
前
に

結
婚
し
て
か
ら
で
す
。2
匹
の
保
護
猫
を
譲
り
受

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
出
会
い
、兵
庫
県
が
猫
の
殺
処
分
ワ
ー
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
毎
年
上
位
に
位
置
し
て
い
る

現
状
を
知
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
地
域

猫
の
保
護
活
動
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、子
猫

に
比
べ
里
親
の
見
つ
か
り
に
く
い
大
人
猫（
成

猫
）の
問
題
を
少
し
で
も
解
決
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
多
頭
飼
育
に
陥
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
状
況
に

も
胸
が
痛
み
ま
し
た
」。無
邪
気
で
か
わ
い
い
子

日
本
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
が

背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た

終
生
、
大
切
に
し
て
ほ
し
い
か
ら

譲
渡
の
プ
ロ
セ
ス
は
丁
寧
に

「
目
標
は
、続
け
る
こ
と
」

甲
南
大
学
で
培
っ
た
発
信
力
を
磨
い
て

こ
ん
な
に
夢
中
に
な
る
な
ん
て

自
分
が
一
番
驚
い
て
い
ま
す

さ

ま
ざ

まな分野の第一線で活躍する卒
業

生

It's KONAN

Styleスタイル

カフェの名前 「caro」は、「愛する」

「大切な」のほかに「家族」という

意味のあるイタリア語。保護猫を

大切な家族として迎えてほしいと

いう願いを込めた。中川さんの

ニックネーム「カロ」とも重なる。

中川 加奈子さん
（旧姓：浦野）

文学部 人間科学科 2001年卒業

～ リオ ～ ～ おかめ ～

～ ラン ～ ～ トム ～

～ キジ子 ～ ～ ビビ ～

明石公園

JR・山陽 明石駅
至 姫路

ファミリーマート
TSUTAYA

淡路ジェノバライン

アスピア
明石

明石港前交差点

明石港

魚の棚商店街

至 三ノ宮

2

718

りそな銀行

ACCESS

明石駅南口より徒歩5分 近隣にコインPあり

※誠に申し訳ございませんが9歳未満の
　お子様のご入店はお断りしております。

兵庫県明石市の保護猫カフェ

HP：http://nekocafe-caro.com

兵庫県明石市本町2-5-14 浜谷ビル 2F
TEL:090-2350-2828

13:00～20:30

月・木曜日

OPEN 

CLOSE

SNSでも公開中

猫と人が自然体で出会う保護猫カフェ、オープン

※1 環境省公表数値: 殺処分猫／全国:67,091匹、兵庫県：2,074匹（平成27年度）

※
2 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ 

（
C
r
o
w
d
F
u
n
d
i
n
g
）

@nekocafe.caro

@nekocafe.caro

@nekocafe_caro

2

群
衆（
C
r
o
w
d
）と
資
金
調
達（
F
u
n
d
i
n
g
）を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
。さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
お
金
を
必
要
と
し
て

い
る
人
や
組
織
に
対
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定

多
数
の
人
か
ら
資
金
の
出
資
や
協
力
を
募
る
仕
組
み
の
こ
と
。
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ス
パ
ァ
ー
ン
！
会
心
の
音
色
が
響
い
た
瞬
間
、湧
き
上
が
る
歓
声
と
盛

大
な
拍
手
。そ
ん
な
中
、く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
笑
顔
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
た
の

は
、私
が
顧
問
を
務
め
る
甲
南
高
等
学
校
弓
道
部
の
面
々
で
し
た
。彼
ら
が

兵
庫
県
の
頂
点
に
立
ち
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
※
本
選
出
場
と
い
う
栄
冠
を
つ
か

む
ま
で
の
道
の
り
。そ
れ
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
0
1
5
年
11
月
の
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
県
予
選
で
の
こ
と
。古

澤
く
ん
か
伊
藤
く
ん
の
ど
ち
ら
か
が
1
本
中
て
る
と
優
勝
と
い
う
局
面
で

両
者
が
外
し
て
し
ま
い
、同
点
決
勝
の
末
、報
徳
学
園
高
等
学
校
に
敗
北
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
1
本
の
悔
し
さ
を
晴
ら

す
た
め
、部
員
主
導
で
変
わ
っ
た
の
は
練
習
の
量
と
質
。ほ
ぼ
す
べ
て
の
休

日
を
返
上
し
、強
豪
校
や
大
学
と
の
練
習
試
合
も
重
ね
ま
し
た
。各
自
が
反

省
点
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
、お
互
い
の
問
題
点
を
話
し
合
う
な
ど
、技
術

だ
け
で
な
く
精
神
力
に
も
、相
当
磨
き
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
切
符
が
か
か
っ
た
、2
0
1
6
年
6
月
の

兵
庫
県
高
校
総
合
体
育
大
会
。ま
ず
、団
体
予
選
を
３
位
で
突
破
し
、い
よ

い
よ
団
体
決
勝
リ
ー
グ
戦
で
す
。激
戦
を
勝
ち

上
が
り
、最
後
は
報
徳
学
園
高
等
学
校
と
の
一

騎
打
ち
。勝
っ
た
側
が
優
勝
と
い
う
状
況
が
選

抜
と
同
じ
な
ら
、古
澤
く
ん
か
伊
藤
く
ん
が
中

て
れ
ば
勝
利
と
い
う
の
も
同
じ
。結
果
、古
澤

く
ん
が
中
て
て
優
勝
を
決
め
、伊
藤
く
ん
も
続

い
て
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。22
年
ぶ
り
に

兵
庫
県
1
位
の
座
を
収
め
た
今
、私
は
次
代
の

部
員
が
全
国
優
勝
を
果
た
す
日
も
近
い
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

（
弓
道
部
顧
問  

村
上 

仙
瑞
）

偉業を達成した

Congratulations !

部員たち

高校二年／
主将（現在）

団体戦では必ず大前（最初の射手）です

が、プレッシャーは感じません。弓道部に

は中学時代からの仲間が多く、お互いに

支え合っているからだと思います。

井上 裕文さん
いのうえ ひろふみ

高校三年  

選抜には出場していませんでしたが、だか

らこそ県総体に向けて勝つための努力を

続けてきた自信があり、最高の結果につな

がったことを喜んでいます。

藤山 暁彦さん
ふじやま あきひこ

高校二年  

県総体の当日は出場する部員が試合に集

中できるよう裏方としてサポートしました。

次の大会ではサポートされる側になって

全力で挑みたいです。

寺澤 拓海さん
てらさわ   たくみ

高校三年／
主将（当時）

選抜での敗戦後、8時間にもおよぶミー

ティングを経て、部員同士がお互いに本音

をぶつけ合った結果、チームの団結力が高

まり、勝利に結びついたんだと思います。

伊藤   謙さん
いとう      けん

高校三年

選抜で実力を出しきれなかったことから、

フォームの立て直しに力を入れました。誰よ

り多く弓を引いた努力は、県総体で勝利を

決める一矢を中てたことで報われました。

古澤   建さん
ふるさわ    たける

高校一年  

一年生の私を県総体のメンバーに選んでく

れた先輩に感謝し、期待に添えるよう練習

を重ねました。当日は隣に先輩がいるだけ

で安心し、落ち着いて試合に臨めました。

宮原   遼さん
みやはら   りょう

高校一年  

5月の兵庫県民体育大会で優勝してか

ら、調子を崩し県総体のメンバーからは外

れましたが、心は一緒に戦っていたので、

勝利の瞬間は本当にうれしかったです。

佐藤   曉さん
さとう    たける

た
っ
た
1
本
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
奮
起
し
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
進
出
の
栄
冠
を
獲
得
！

22
年
ぶ
り 

兵
庫
県
ト
ッ
プ
に

2
0
1
6
年
度
の
ソ
フ
ィ
ア
講
演
会
は
、
宇
宙
工
学
分

野
と
世
界
平
和
活
動
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

さ
れ
る
お
二
人
よ
り
、
夢
を
描
き
か
な
え
る
た
め
に
、

「
今
、何
を
す
べ
き
か
」の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
著
名
人
よ
り

「
い
か
に
生
き
る
か
」を
学
ぶ
ソ
フ
ィ
ア
講
演
会

Report レポート 1ソフィア講演会

・ 自分も世界一よりも、世界初をめざして、何かを

   がんばりたいと思います。（中2）

・ 川口先生のように立派で常に自分の行動を

   自分で正すことのできる人間になりたいと

   思いました。（中１）

中学生の感想

高校生の感想

・ することに対して先のリスクを考えるのではなく、できると思うことが

   大切ということに感銘を受けました。（高一）

・ 何でも挑戦して大失敗になったとしても、そこから大発見があり、社会を

  進歩させるものがあるので、僕もとにかく挑戦してそこから学ぶことに価値が

  あるんだなと思いました。（高一）

生徒の声

「はやぶさへの思いを ～これからの君たちへ」

　映画になるほどの偉業で注目を集めた「はやぶさ」計画のプロジェクトマネージャーをはじ
め、数々のプロジェクトに携わり、人類の科学衛星開発を牽引する川口氏に、宇宙工学を志す
きっかけや、将来の深宇宙の探査計画などについてお話しいただきました。また、生徒に向け
た「鉛筆を立てたような、高くて細い尖塔を立てよ。やがてそれが太って大きな土台が育つ」と
いうことばに象徴されるように、まず大いなる夢や目標をいだき、それを軸に基礎を固めてい
く重要性を教訓として述べておられました。

む
ら
か
み 

せ
ん
ず
い

※
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「甲南高中弓道部 心は1つ」

弓道部

Report レポート 2ソフィア講演会あ

川口 淳一郎氏
国立研究開発法人宇宙航空研究
開発機構 JAXA シニアフェロー

・ 長崎に修学旅行へ行き、平和について考えて

   いましたが、紛争のことや紛争地での

   瀬谷さんの活動を知ることで平和への思いがより

   強くなりました。（中3）

・ 今自分が普通に平和に暮らしていることが

   どれほど幸せなことなのかと気づいた。

   一日一日を大切に生きていこうと思いました。（中1）

中学生の感想

高校生の感想

・ 外から傍観するというよりも現場に行って、その人たちに今何が必要なのかを

   知る姿勢に感銘を受けました。（高一）

・ 今後は自分で判断して、自分の将来の可能性を大きく広げていけるよう

   がんばりたいと思います。（高二）

生徒の声

「これからの世界での人生の選び方
  ～高校生から紛争地で働く仕事につくまで」
　平和活動によってNewsweek誌の「世界が尊敬する日本人25人」に選出された瀬谷
氏。講演では、紛争地での兵士の武装解除やその後の職業訓練などの取り組みをふまえ、
世界には紛争が多く、平和ではない国・地域がたくさんあることを語られました。そして、
「人には人生を選ぶ権利があり、選択肢は人生を切り開くための要素ですが、その選択肢
には使用期限がある。今しかできないことは今やることがとても重要で、タイミングを逃し
てはならない」と、生徒たちにエールをくださいました。

瀬谷 ルミ子氏
特定非営利活動法人
日本紛争予防センター 理事長

TOP!CS

K O N A N  B O Y ’ S
H I G H  S C H O O L

高 中
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甲南学園から“旬”のニュースをお届けします
〈 期間：2016年5月～2017年2月 〉

甲南女子大学との
地域創生にかかる連携協定を締結
　甲南大学と甲南女子大学は、地域創生にかかる連携協力に関する協定を締結することと

なり、10月17日、岡本キャンパスにて締結式を行いました。両大学は、平生釟三郎に縁のあ

る「甲南四法人」として、また同じ神戸市東灘区にある大学として、これまでも各種活動をと

もに連携し実施していましたが、この度の締結によりさらなる連携の親密化を図っていきま

す。締結式には甲南大学 長坂悦敬学長、甲南女子大学 森田勝昭学長らが出席。地域社会

との連携を通じた人材育成、地域における教育・文化の振興および発展などに関して相互

に協力することを定めた協定書に署名しました。

　このたび甲南学園は、三井住友VISAカードと提携し、「甲南大学カード」

を作成しました。このカードは、卒業生、教職員、元教職員、そのご家族のみ

なさまにお持ちいただける、「甲南ファミリー」の証です。カードをご利用い

ただくと、カード会社に入る手数料の一部が甲南大学に還元され、甲南学

園創立100周年事業など「母校」の支えとして活用されます。今後は従来の

クレジットカード機能に加え、甲南大学カード独自の特典も増やしていく予

定です。是非この機会にご入会いただきますようお願いいたします。

「甲南大学カード」入会募集中！

　平生オータムスクールは「KONANプレミア・プ

ロジェクト」の一環として開催された初の試みで、

学生たちが文理の枠を超えお互いの研究を発表

し合うことで専攻以外の知見にも触れられるイベ

ントです。10月22日、会場の白川台キャンパスに

は、甲南大学の８学部と大学院から参加した学

生・院生99名と教職員41名のほか、高校生、高校

教員、地域住民の方々にも参加いただき、「講演」

「ポスター発表」「実験体験講座」などを通じて知

の交流を図りました。

文
理
を
超
え
た〝
知
の
交
流
〞

平
生
オ
ー
タ
ム
ス
ク
ー
ル
を

開
催

　広報部では、2019年の学園創立100周年に向

けて、100年の時を経ても色あせることなく、永久

に光り輝く甲南学園でありつづける決意を「百世

不磨（ひゃくせいふま）」のことばに託し、広報活動

を展開しています。朝日新聞で同タイトルの広告を

連載しているほか、近鉄大阪難波駅と阪神甲子園

駅に大型看板を掲出しています。お近くにご用向き

のある際は、ぜひご注目ください。

「
百
世
不
磨
」の
サ
イ
ン
に

お
気
づ
き
で
す
か
？

「百世不磨」とは…http://ch.konan-u.ac.jp/news/231

握手を交わす甲南女子大学 森田勝昭学長（左）と
長坂学長（右）。

カード表には
甲南大学1号館を
デザイン

「紅梅の盛りが待つてゐてくれし」
稲畑汀子氏の句碑建立

ていこ

　9月14日、甲南高等学校・中学校生徒の父母らの俳句会「紅梅」の会が創立25周年と季刊

誌「紅梅」が100号を迎える節目に、同会のご指導をいただいてきた稲畑汀子氏の句碑を同校

内に建立しました。稲畑氏は俳人・高浜虚子の孫にあたり、「ホトトギス」主宰を経て現在名誉

主宰、日本伝統俳句協会の会長も務めておられる、現代を代表する俳人で、学園では中学生

の授業を通して俳句をご指導いただいていました。建立にあたって稲畑氏は「個性的な生徒た

ちに加え、父母のみなさんとも俳句を語らう機会を得たのは望外の喜びだった。句碑ができた

ということは、ご縁が永久に続くことであり、本当にうれしく感動している」と述べられました。

● 近鉄大阪難波駅：2016年5月1日から掲出（奈良方面行ホーム）
● 阪神甲子園駅：2016年3月1日から掲出（大阪方面行ホーム）

2017 Spring  VOL.51K   NAN T   PICS

オール甲南の集い 2016 開催
　11月19日、岡本キャンパスで年に1度のホームカミングデー「オー
ル甲南の集い2016」を開催しました。作家の玉岡かおる氏による
特別講演会のほか、クラブやサークルなどに所属していたOB・OG
による昼食会「ホームカミングラ
ンチ」、2015年9月にオープンした
グローバルゾーンで留学生との交
流、甲南スイーツの販売などさまざ
まな催しが行われ、約500名の卒
業生にお越しいただきました。

第52回摂津祭開催
　11月18日から20日までの間、岡本キャンパスで第52回摂津祭
を開催しました。今年はテーマを「笑顔満祭 52(ごっつ)多祭な必
笑祭」と題し、模擬店や展示、ミスコンなどさまざまなイベントを開
催。文化会やサークルに所属する
学生らが日ごろの活動成果を披
露し、卒業生や地域の方など多数
の方が来場されました。

甲南サイエンス
体感展示イベント・公開講座開催
　2017年1月23日から2月19日まで、グランフロント大阪で「地
域ブランド」や「少子高齢化」に関する公開講座のほか、理系教員
や学生が取り組む研究を紹介する参加型のイベントを行いまし
た。会場では、ラジオ体操の採点
システムや土石流の仕組みを実
際に見て・触れてもらうなど、大学
の研究内容を身近に感じてもら
いました。

「ホットスナック」＆「ポッキー」の販売数で
全国ナンバーワンを獲得
　2016年初夏から秋にかけ、全国
のファミリーマートで行われたファミ
チキを含むホットスナック商品と
「ポッキー」販売コンクールにおいて、
岡本キャンパス内のファミリーマート
が、販売数全国ナンバーワンに輝き
ました。日々勉学や課外活動に懸命
に取り組み、腹ぺこにしている学生
の胃袋を満たしてくれています。

ユースホステリングクラブ
創部55周年記念式典開催
　9月18日、岡本キャンパスで「甲南大学文化会ユースホステリン
グクラブ創部55周年記念式典」が開催され、225名が参加しまし
た。式典では、祝電紹介のほか55年間のあゆみを写真でたどった
スライドが上映され、参加したOB・
OGは懐かしい日々を振り返りまし
た。懇親会では、現役部員との世
代を超えた交流が行われ、変わら
ない伝統の強さを確認しました。

グリークラブ
創部65周年記念演奏会開催
　9月19日、岡本キャンパス甲友会館で「甲南大学グリークラブ創部
65周年記念演奏会」が開催されました。現役部員に加え、全国から
集まったOB会「甲陵会」の面々、「学習院輔仁会音楽部」の有志など
100余名が力強い歌声を響かせま
した。最後にクラブ創設者 岡本晟
氏の指揮による『甲南学園歌』が
歌いあげられ、演奏会は盛会のう
ちに幕を閉じました。

【お申し込み・お問い合わせ】 甲南学園 学園振興募金室 078-435-2323 （直通）

あきら
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銅
像
は
、旧
制
甲
南
高
等
学
校（
1
9
2
3

〜
1
9
5
0
年
）の
卒
業
生
で
組
織
さ
れ

る
旧
制
甲
南
高
等
学
校
同
窓
会
が
、そ
の

歩
み
を
次
代
に
つ
な
ぐ
記
念
事
業
と
し
て

計
画
し
、甲
南
学
園
同
窓
会
が
学
園
に
寄

贈
し
た
も
の
で
、2
0
1
6
年
11
月
27
日
、

銅
像
が
建
立
さ
れ
る
甲
南
高
等
学
校
・
中

学
校
を
会
場
に
除
幕
式
・
祝
賀
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
で
は
ま
ず
、甲
南
学
園 

𠮷
沢
英

成
理
事
長
が「
銅
像
は
甲
南
精
神
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、日
々
こ
の
姿
を
見
上
げ
る

生
徒
の
心
身
の
栄
養
・
血
肉
に
な
り
、甲

南
教
育
実
現
へ
の
大
き
な
励
ま
し
に
な

る
」と
語
り
、「
こ
の
度
の
寄
贈
に
感
謝

し
、ま
も
な
く
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
学

園
の
飛
躍
と
、2
世
紀
目
に
入
る
甲
南
教

育
の
弾
み
に
し
て
い
き
た
い
」と
誓
い
、

挨
拶
と
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、旧
制
甲
南
高
等
学
校
同
窓
会 

大
島
純
義
会
長
が「  

世
界
に
通
用
す
る

紳
士
た
れ
の
こ
と
ば
を
胸
に
、27
年
間
で

約
1
8
0
0
名
の
優
秀
な
人
材
を
世
に

送
り
出
し
た
。旧
制
の
伝
統
を
銅
像
が
継

承
し
、学
園
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

祈
念
し
、声
高
ら
か
に  

甲
南
健
児
の
意
気

を
み
よ
と
も
う
し
あ
げ
た
い
」と
、除
幕

の
辞
を
読
み
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。幕
が
解

か
れ
学
生
像
が
姿
を
現
す
と
、大
き
な
拍

手
と
笑
顔
に
包
ま
れ
、校
歌「
沈
黙
の
鐘
」

の
斉
唱
で
建
立
を
祝
い
ま
し
た
。

　

除
幕
式
後
は
、23
名
も
の
旧
制
卒
業
生

に
ご
参
席
い
た
だ
き
、祝
賀
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。甲
南
大
学
同
窓
会 
立
野

純
三
会
長
よ
り「
銅
像
か
ら
甲
南
の
歴
史

を
学
び
、先
輩
方
か
ら
脈
々
と
継
承
さ
れ

て
き
た
甲
南
精
神
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し

い
。銅
像
は
現
役
学
生
と
卒
業
生
の
絆
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」と
開
会
の
辞
を
い
た

だ
い
た
あ
と
、銅
像
実
行
委
員
会 

道
満
善

弘
委
員
長
が
、「
旧
制
の
先
輩
方
よ
り
申

し
出
を
い
た
だ
き
、委
員
会
を
結
成
し
約

1
年
。平
生
釟
三
郎
先
生
の
祥
月
命
日
に

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
て
う
れ
し
い
」と
建

立
に
至
る
経
緯
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
の「
ク
ラ

シ
ッ
ク
同
好
会
」に
よ
る
記
念
演
奏
が

祝
賀
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
な
か
旧
交

を
温
め
る
時
間
が
流
れ
、最
後
に
甲
南
大

学 

長
坂
悦
敬
学
長
が「
さ
ま
ざ
ま
な
時
代

を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
旧
制
卒
業
生

の
み
な
さ
ま
の
が
ん
ば
り
が
、今
の
甲
南

学
園
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。1
0
0
周

年
の
扉
を
一
緒
に
開
き
た
い
」と
祝
辞
を

述
べ
、盛
況
の
う
ち
に
祝
賀
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け

弾
み
を
つ
け
る
銅
像
の
建
立

次
代
へ
の
扉
を
開
く

甲
南
同
窓
生
の
絆

旧
制
甲
南
高
等
学
校
か
ら
続
く
誇
る
べ
き
歩
み
を
、

次
世
代
の
甲
南
生
に
つ
な
ぐ
象
徴
と
な
る「
旧
制
甲
南
高
等
学
校
生
銅
像
」が

2
0
1
6
年
11
月
、甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
集
ま
り
く
だ
さ
っ
た

旧
制
甲
南
高
等
学
校
卒
業
生
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、

姿
を
現
し
た
制
服
に
学
生
帽
、マ
ン
ト
を
羽
織
っ
た
2
体
の
銅
像
。

威
風
堂
々
と
明
日
を
指
さ
す
そ
の
姿
は
、ま
る
で
、ま
も
な
く
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

甲
南
学
園
の
洋
々
た
る
未
来
を
讃
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

甲
南
健
児
の

意
気
を
み
よ

高等科と尋常科をイメージした2人1組の基本構想を決
めた後、現役生徒をモデルに検討を重ね、銅像のポーズ
決定に至った。

”

“

活
動
の
輪
を
広
げ
る
同
窓
生
た
ち

甲
友
の 

絆 

を
訪
ね
て

Ⅳ

甲
南
学
園
創
立
1
0
0
周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
連
載

大
正
十
ニ
年 

甲
南
高
等
学
校
は

そ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

大
正
期
の
自
由
な
気
風
と
ロ
マ
ン 

… 

そ
し
て
戦
争

甲
南
高
等
学
校
の
歴
史
は

日
本
の
激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
歴
史
で
も
あ
る

そ
の
道
の
り
は 

必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
か
っ
た

し
か
し
ど
の
よ
う
な
苦
境
に
た
た
さ
れ
て
も

甲
南
健
児
は
母
校
の
誇
り
を
失
っ
た
こ
と
は
な
い

「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
た
れ
」

こ
の
偉
大
な
学
園
創
設
者
の
言
葉
を
ひ
と
り
ひ
と
り
が

胸
に
刻
み
こ
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る

昭
和
二
十
五
年 

戦
後
教
育
制
度
の
改
革
に
よ
り

旧
制
甲
南
高
等
学
校
は
そ
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
た

し
か
し
そ
の
誇
り
高
き
魂
は

新
設
さ
れ
た
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
へ
引
き
継
が
れ

甲
南
健
児
の
胸
で
今
も
な
お
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る

甲
南
健
児
の
意
気
を
み
よ

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

甲
南
学
園
同
窓
会

〈
銅
像
に
刻
ま
れ
た
碑
文
〉

“
“

””
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高
浜
虚
子
と
長
谷
川
素
逝

　
　
　「
添
削
綴
」で
つ
な
が
る
師
弟
愛

　

昭
和
15（
1
9
4
0
）年
か
ら
数
年
間
、旧
制
甲
南

高
等
学
校
の
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
長
谷
川

素
逝
こ
と
長
谷
川
直
次
郎
と
い
う
俳
人
が
い
ま
す
。

明
治
40（
1
9
0
7
）年
生
ま
れ
の
素
逝
は
学
生
時

代
か
ら
句
作
を
始
め
、召
集
後
も
句
を
作
り
続
け
ま

し
た
。そ
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
が『
砲
車
』で

あ
り
、句
集
と
し
て
は
珍
し
い
5
版
を
重
ね
る
人
気

作
と
な
り
ま
し
た
。昭
和
21（
1
9
4
6
）年
に
病
の

た
め
、39
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」元
主
宰
で
、正
岡
子
規
の
高
弟
、高
浜
虚
子

か
ら
俳
句
の
添
削
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す「
添

削
綴
」な
ど
の
遺
稿
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
浜
虚
子
と
長
谷
川
素
逝
」こ
の
２
人
に
ま
つ

わ
る
逸
話
を
甲
南
学
園
に
届
け
て
い
た
だ
い
た
の

は
、素
逝
を
研
究
し
て
い
る
元
甲
南
高
等
学
校
・
中

学
校
教
諭
の
日
下
德
一
先
生
で
す
。

　

日
下
先
生
は
、虚
子
の
孫
に
あ
た
る「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」名
誉
主
宰
の
稲
畑
汀
子
氏
が
指
導
に
あ
た
っ

た
、甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
の
生
徒
の
父
母
ら
が

つ
く
っ
た
俳
句
会「
紅
梅
」の
会
の
創
設
・
運
営
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。現
在
も
素
逝
を
研
究
す
る
各
地

の
グ
ル
ー
プ
や
素
逝
の
一
人
娘
の
林
洋
子
氏
と
も

交
流
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
三
階
に
し
て
教
卓
に
風
は
夏

　

清
々
し
い
教
室
の
空
気
を
伝
え
る
句
は
、素
逝
が

甲
南
で
詠
ん
だ
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
直
接
素
逝
と
か
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、甲
南
で
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
興
味
を
も

ち
始
め
ま
し
た
。戦
争
中
に
育
っ
て
い
る
私
に
は
、

素
逝
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
」と
日
下
先
生

は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
の
句
も
好
き
な
句
の
一
つ

だ
そ
う
で
す
。「
戦
野
を
う
た
っ
た『
砲
車
』に
収
め

ら
れ
て
い
る
句
も
決
し
て
好
戦
的
で
は
な
く
、戦
地

の
農
民
や
奥
さ
ん
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
優
し
い
句

も
多
い
で
す
」。

　

学
生
生
活
に
も
戦
時
色
の
影
が
忍
び
よ
る
な
か
、

素
逝
を
受
け
入
れ
た
甲
南
。虚
子
に
学
び
、甲
南
の

た
お
や
か
な
風
土
を
彩
っ
た
素
逝
。そ
の
想
い
の
深

さ
を
日
下
先
生
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
は
な
じ
み
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

昭
和
12（
1
9
3
7
）年
7
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争

の
初
期
、戦
場
で
生
ま
れ
た
文
学
作
品
で
有
名
に
な
っ

た
の
は
火
野
葦
平
の『
麦
と
兵
隊
』（
改
造
社
1
9
3
8

年
）と
長
谷
川
素
逝
の
句
集『
砲
車
』（
三
省
堂

1
9
3
9
年
）だ
っ
た
。

　

こ
の
素
逝
、長
谷
川
直
次
郎
が
旧
制
甲
南
高
等
学
校

教
授
に
迎
え
ら
れ
た
の
も『
砲
車
』と
の
縁
で
あ
っ
た
。

当
時
、甲
南
で
は
平
生
釟
三
郎
の
も
と
、理
事
会
の
若

手
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
も
伊
藤
忠
兵
衛
や
関
圭
草
な

ど
、の
ち
に
句
集
を
出
す
ほ
ど
の
俳
句
愛
好
家
が
い

た
。伊
藤
忠
兵
衛
は
原
石
鼎
の「
鹿
火
屋
」同
人
、関
圭

草
は「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人
で
当
時
、す
で
に
2
度
も
巻

頭
を
と
っ
て
お
り
、野
村
泊
月
と
も
親
し
く
そ
の
縁
で

素
逝
も
知
っ
て
い
た
。

　

伊
藤
忠
兵
衛
は
句
集
『
芦
の
芽
』の
中
で
も
、〈
関
圭

草
と
は
仕
事
の
関
係
も
あ
り
、甲
南
学
園
の
世
話
を

や
っ
て
お
る
関
係
上
、あ
る
日
、句
集
『
砲
車
』の
作
者

長
谷
川
素
逝
氏
が
京
大
出
の
文
学
者
で
あ
る
こ
と
も

知
り
、両
人
で
平
生
釟
三
郎
理
事
長
に
話
を
し
て
、甲

南
の
教
授
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。〉（「
私
の

句
作
方
」）と
素
逝
採
用
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。こ
う

し
て
素
逝
は
休
職
中
だ
っ
た
前
任
校
、三
重
県
立
津
中

学
校
か
ら
昭
和
15（
1
9
4
0
）年
10
月
、旧
制
甲
南

高
等
学
校
に
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。素
逝
も
そ
の
こ

ろ
は
従
軍
中
に
患
っ
た
胸
部
疾
患
も
、講
義
に
差
し

支
え
な
い
程
度
に
回
復
し
て
い
た
よ
う
だ
。そ
し
て

翌
年
の
新
学
期
に
は
、

　
生
徒
ら
と
五
月
の
朝
の
窓
開
け
て 

　

蝉
な
い
て
ゐ
て
教
場
の
こ
え
き
こ
え 

と
詠
ん
で
甲
南
で
の
新
し
い
教
員
生
活
を
大
い
に
期

待
し
て
い
た
。

　

そ
の
上
、前
年
春
に
は
住
吉
村
花
田
の
教
員
住
宅
に

入
居
も
で
き
、津
か
ら
妻
ふ
み
子
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。こ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
旧
制
甲
南
高
等
学
校

数
学
科
の
石
井
義
仁
教
授
が〈
長
谷
川
先
生
は
素
逝
と

云
う
俳
号
で
そ
の
道
で
は
偉
い
人
だ
と
聞
い
て
い
ま

し
た
。極
め
て
物
静
か
な
方
で
し
た
。体
が
お
弱
い
た

め
畑
仕
事
が
出
来
ず
、私
達
が
作
っ
た
豌
豆
な
ど
、少

し
お
分
け
し
て
も
大
変
喜
ん
で
下
さ
っ
た
も
の
で
し

た
。〉（「
思
い
出
す
事
ど
も
」石
井
先
生
の
遺
稿
集
）と

書
い
て
い
る
。

　

こ
の
住
吉
の
教
員
住
宅
が
昭
和
20（
1
9
4
5
）年

8
月
5
日
深
夜
か
ら
6
日
の
早
朝
に
か
け
て
の
空
襲

で
す
べ
て
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。そ
れ
は
広
島

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
る
数
時
間
前
だ
っ
た
。

　

す
で
に
素
逝
は
同
年
7
月
28
日
の
空
襲
で
津
の
実

家
を
失
っ
て
お
り
、素
逝
の
津
と
住
吉
に
置
い
て
い
た

す
べ
て
の
蔵
書
が
灰
燼
に
帰
し
た
。こ
う
い
う
こ
と
を

危
惧
し
て
、住
宅
で
は
端
の
方
に
講
義
関
係
だ
け
の
や

や
大
き
な
共
同
の
防
空
壕
を
掘
り
、講
義
に
必
要
な
書

籍
や
ノ
ー
ト
を
し
ま
っ
て
お
い
た
。そ
こ
へ
素
逝
は
自

分
の
書
籍
の
ほ
か
、高
浜
虚
子
に
添
削
し
て
も
ら
っ
た

8
7
7
句
と
出
版
社
に
渡
す
ば
か
り
の「
前
線
俳
句
鑑

賞（
ソ
ノ
三
）」を
加
え
た
。ど
ち
ら
も
あ
り
合
わ
せ
の

ボ
ー
ル
紙
で
表
紙
を
つ
け
て
綴
じ
た
、み
す
ぼ
ら
し
い

冊
子
だ
っ
た
が
、そ
の
ま
ま
無
事
に
出
て
き
た
。

　

素
逝
は
こ
の
二
つ
の
原
稿
を
風
呂
敷
に
包
み
、翌
日
、

津
郊
外
の
一
身
田
の
実
家
へ
帰
る
ふ
み
子
に
持
ち
帰
ら

せ
た
。住
吉
駅
も
全
焼
し
て
い
た
が
、ふ
み
子
は
3
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
一
人
娘
の
洋
子
を
連
れ
て
、ど
う
に
か

一
身
田
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。実
家
に
着
く

と
そ
れ
は
家
の
者
が
蔵
の
奥
に
置
い
た
ま
ま
、誰
の
目

に
も
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。と
い
う
の
も
1
年
後

に
は
素
逝
が
、そ
の
3
年
後
に
は
ふ
み
子
も
没
し
、幼
な

い
洋
子
が
残
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
か
ら
無
理
も
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
50
年
余
り
た
っ
て
実
家
の
者
が
そ
れ
に

気
づ
い
た
。開
け
て
み
る
と
素
逝
の
書
き
物
だ
っ
た
の

で
、同
じ
市
内
に
嫁
い
で
い
る
洋
子
に
返
し
た
が
、洋

子
も
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、三
重
県
庁
に
調
べ

て
も
ら
う
と
、そ
れ
ら
は
素
逝
手
書
き
の
8
7
7
句
の

「
添
削
綴
」と
、「
前
線
俳
句
鑑
賞（
ソ
ノ
三
）」で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
津
中
学
校
の
素
逝
の
後
輩
で
俳
人
の

石
田
ひ
で
お
が
知
り
、そ
の
後
の
縁
で
私
も
拝
見
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。石
田
は
三
重
の
教
育
界
で
活
躍
し

て
い
た
教
員
だ
っ
た
が
、す
で
に
素
逝
に
関
す
る
著
書

も
あ
り
熱
心
な
素
逝
研
究
者
だ
っ
た
。

　
「
前
線
俳
句
鑑
賞
」は
虚
子
が
昭
和
14（
1
9
3
9
）

年
に
刊
行
し
た『
支
那
事
変
句
集
』（
三
省
堂
1
9
3
9

年
）か
ら
思
い
つ
い
た
も
の
だ
が
、虚
子
に
頼
ま
れ
た

も
の
で
は
な
く
出
版
社
の
依
頼
だ
っ
た
。し
か
し
、す

で
に
送
稿
し
て
お
い
た「
ソ
ノ
一
」「
ソ
ノ
二
」は
出
版

社
が
空
襲
で
焼
け
た
の
か
い
ま
は
ど
こ
に
も
な
い
。

「
ソ
ノ
三
」も
出
版
社
に
送
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、共
同

の
防
空
壕
に
入
れ
て
お
い
て
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」に
入
選
し
た
前
戦
の
兵
士

た
ち
の
88
句
を
素
逝
が
選
び
、丁
寧
に
感
想
を
記
し
た

も
の
だ
。も
ち
ろ
ん
戦
場
の
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
た
も
の

も
あ
る
が
、戦
争
を
礼
賛
す
る
よ
う
な
句
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。お
そ
ら
く
こ
れ
は
当
時「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」が
ひ
そ

か
に
聖
戦
主
義
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
せ
い
で
あ

ろ
う
。た
と
え
ば
、

　
入
学
の
吾
子
あ
り
野
戦
為
替
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
州  

小
田
黒
潮

　
架
橋
す
る
裸
の
兄
と
会
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
方  

前
田
朝
之
進

　
戦
火
去
り
い
づ
こ
も
田
植
い
そ
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
島  

緒
木
水
仙

な
ど
は
素
逝
の
好
む
世
界
で
、死
を
前
に
し
た
戦
場
の

句
と
は
思
え
な
い
。こ
れ
ら
に
素
逝
は
8
0
0
字
程
度

の
感
想
を
書
き
、生
き
て
還
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
兵
隊
の
た
め
に
、丁
寧
に
指
導
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
素
逝
は
、昭
和
14（
1
9
3
9
）年
に『
砲
車
』を

刊
行
し
世
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
に
、翌
年
1
月

か
ら
虚
子
の
添
削
を
受
け
る
こ
と
を
思
い
立
つ
。「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」で
は
巻
頭
句
の
常
連
だ
っ
た
素
逝
も
、ま

だ
ま
だ
勉
強
が
足
り
ぬ
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
5
年
、戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
添
削
ど
こ

ろ
で
は
な
く
な
る
昭
和
20（
1
9
4
5
）年
1
月
ま
で

実
に
60
回
、8
7
7
句
が
虚
子
の
添
削
を
受
け
た
が
、

虚
子
は
素
逝
と
い
っ
て
も
特
別
に
扱
う
訳
で
は
な
い
。

他
の
門
弟
に
対
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
赤
鉛
筆
で
◎

や
○
を
つ
け
、時
に
は
短
い
批
評
を
添
え
る
だ
け
だ
。

　

素
逝
の
代
表
句
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る

　

◎
な
が
性
の
炭
う
つ
く
し
く
な
ら
べ
つ
ぐ

　

◎
し
づ
か
な
る
い
ち
に
ち
な
り
し
障
子
か
な

　

◎
圓
光
を
著
て
鴛
鴦
の
目
を
つ
む
り

に
し
て
も
◎
印
だ
が
特
別
に
褒
め
る
わ
け
で
も
な
く

淡
々
と
し
た
も
の
だ
。添
削
を
受
け
て
い
る
間
に
も
素

逝
は『
三
十
三
才
』（
三
省
堂
1
9
4
0
年
）、『
幾
山
河
』

（
河
出
書
房
1
9
4
0
年
）、『
ふ
る
さ
と
』（
七
丈
書
院

1
9
4
2
年
）と
3
冊
も
の
句
集
を
出
し
て
い
る
の

に
、虚
子
の
扱
い
は
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
虚
子
の
添
削
の
文
字
や
符
号
が
、い
ま
書
き
終
え

た
ば
か
り
の
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど
、み
ず
み
ず
し
く
鮮

明
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、こ
れ
ら
2
冊
の
資
料
は
素
逝
や

俳
句
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
も
の
だ
。素
逝
は

病
身
で
た
び
た
び
甲
南
を
離
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、死
の
寸
前
ま
で
旧
制
甲
南
高
等
学
校
の
教
授
だ
っ

た
。い
ろ
い
ろ
な
巡
り
合
わ
せ
を
経
て
、こ
う
し
た
ご

縁
を
頂
戴
し
た
こ
と
も「
甲
南
に
届
け
る
よ
う
に
」と

い
う
素
逝
の
ひ
そ
か
な
願
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
中
敬
称
略
）

『
砲
車
』の
元
旧
制
教
授

素
逝
の
遺
稿
発
見
さ
る

長
谷
川 

素
逝（
直
次
郎
）

は
せ
が
わ

そ
せ
い

明
治
40（
1
9
0
7
）年
大
阪
生
ま
れ
。京
都

帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
後
、日
中
戦
争
に
召

集
さ
れ
た
が
、病
を
得
て
帰
還
。療
養
後
昭
和

15（
1
9
4
0
）年
に
旧
制
甲
南
高
等
学
校
の

教
授
に
着
任
し
た
。昭
和
18（
1
9
4
3
）年

に
病
を
再
発
し
た
後
は
肺
結
核
と
闘
い
な
が

ら
句
作
を
続
け
た
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」に
も
投

句
し
、高
浜
虚
子
の
知
遇
も
得
る
。砲
兵
将
校

と
し
て
従
軍
し
、そ
の
戦
争
吟
は
何
度
も「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」の
巻
頭
を
占
め
た
。

昭和2（1927）年生まれ。関西学院大学文学部（英文学

科）卒業。平成4（1992）年まで甲南高等学校・中学校で英

語教諭を務める。「ホトトギス」同人。旧制甲南高等学校の

教授だった長谷川素逝に興味をもち、研究をすすめる。著

書に『子規もうひとつの顔』（朝日新聞社2007年）、『子規

断章 漱石と虚子』（朝日新聞出版2012年）など。

文
・
日
下 

德
一

◎ 

物
静
か
な
素
逝

◎ 

5 0
年
ぶ
り
の
奇
跡

◎ 

教
員
住
宅
、空
襲
で
全
焼

◎ 

素
逝
か
ら
の
贈
り
も
の

「
素
逝
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
」

日
下
先
生
を
経
て
甲
南
へ

元甲南高等学校･中学校教諭

日下 德一氏
くさか     とくいち

研究室での素逝（娘の林洋子氏提供）

旧
制
甲
南
高
等
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た

俳
人
、長
谷
川
素
逝か

い
じ
ん

あ
し
へ
い

せ
き
て
い

え
ん
お
う

み
そ
さ
ざ
い
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平
生
釟
三
郎
と

  

訪
伯
経
済
使
節
団

平
生
釟
三
郎
日
記

刊
行
記
念
シ
リ
ー
ズ

人
生
の
転
機
と
な
っ
た

ブ
ラ
ジ
ル
旅
行

海
外
移
住
組
合
連
合
会
会
頭

民
間
経
済
使
節
派
遣
団
の
結
成

国
賓
扱
い
の
民
間
経
済
使
節
団

『平生釟三郎日記』第一巻～第十四巻を刊

行しました。6月には、第十五巻を刊行予定

です。定価は各巻20,000円（税抜）です

が、甲南学園関係者の方（卒業生、在学

生、ご父母、教職員等）は10,000円（税抜）

でご購入いただけます。

藤
本 

建
夫 

ふ
じ
も
と 

た
て
お

甲
南
大
学
名
誉
教
授

間
移
民
事
業
関
係
者
は
直
接
移
民
を
問
題
に

す
る
こ
と
を
避
け
、通
商
貿
易
か
ら
解
決
の

糸
口
を
探
ろ
う
と
し
た
。外
務
省
移
民
課
は

平
生
を
団
長
に
民
間
経
済
使
節
団
派
遣
を

考
え（
7
月
21
日
）、他
方
平
生
は
拓
務
省
に
、大

阪
商
船
、海
外
興
業
会
社
、連
合
会
現
地
機
関

ブ
ラ
ジ
ル
拓
殖
組
合
が
、現
地
政
府
と
在
野

の
要
人
に
日
本
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
利
益
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
努
力
を
す

る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
こ
と
を
告
げ
る

（
9
月
20
日
）。

　

そ
う
し
た
な
か
、現
地
か
ら
吉
報
が
届
く
。

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
側
か
ら
、移
民
制
限
の
緩
和

を
図
る
に
は「
日
本
よ
り
有
力
な
る
実
業
家
」

を
民
間
使
節
と
し
て
派
遣
し
、「
通
商
貿
易
の

事
を
力
説
せ
し
め
、ブ
ラ
ジ
ル
国
が
日
本
移

民
の
力
に
依
り
開
拓
し
実
を
挙
げ
る
に
於
て

は
日
本
へ
輸
出
し
得
る
国
産
」、具
体
的
に
は

綿
花
生
産
を
奨
励
す
る
こ
と
が
早
道
で
、日

本
か
ら
責
任
を
も
っ
て
交
渉
で
き
る
実
業
家

を
派
遣
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
伝
え
て
き

た
。拓
務
省
は
こ
の
情
報
を
早
速
平
生
に
知

ら
せ
、同
時
に「
其
使
命
を
果
し
得
る
人
は
余

の
外
に
見
当
た
ら
ざ
れ
ば
・・・
邦
家
の
た
め

枉
げ
て
承
諾
せ
ら
れ
た
し
」と
懇
請
す
る（
10

月
31
日
）。

　

自
由
通
商
論
者
の
平
生
は
、ま
ず
貧
国
ブ

ラ
ジ
ル
か
ら
物
資
を
輸
入
し
、そ
の
後
日
本

製
品
の
購
入
を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
、今

回
の
打
開
策
に
は
大
い
に
賛
成
し
た
が
、使

節
団
長
は
断
り
続
け
た
。当
時
彼
は
川
崎
造

船
所
社
長
で
あ
り
、ま
た
旧
制
甲
南
高
等
学

校
の
理
事
長
兼
校
長
で
、さ
ら
に
甲
南
病
院

理
事
長
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。し
か
し

い
ず
れ
も
こ
の
国
家
的
事
業
に
理
解
を
示
し

て
く
れ
た
の
で
、彼
は
こ
れ
を
引
受
け
た
。

　

問
題
は
派
遣
団
の
陣
容
で
あ
る
。実
業
家

は
え
て
し
て
目
先
の
利
益
に
囚
わ
れ
が
ち
で

あ
る
。伊
藤
忠
・
綿
花
同
業
会
の
伊
藤
竹
之
助

は
す
ぐ
了
承
し
、ま
た
大
阪
商
船
の
渥
美
育

郎
の
参
加
は
強
い
味
方
で
あ
っ
た
が
、東
洋

紡
は
渋
っ
た
あ
げ
く
関
桂
三
常
務
を
指
名
し

た
。三
大
財
閥
か
ら
は
三
井
物
産
の
岩
井
尊

人
が
積
極
的
だ
っ
た
が
、三
菱
商
事
か
ら
は

揉
め
た
末
に
奥
野
勁
と
な
り
、住
友
商
事
に

至
っ
て
は
人
選
す
ら
応
じ
な
か
っ
た
。

　

出
発
は
昭
和
10
（
1
9
3
5
）年
4
月
8
日

と
決
ま
っ
た
。4
月
1
日
の
岡
田
啓
介
総
理

主
催
の
歓
送
会
で
平
生
は
、移
民
制
限
問
題

で
善
後
策
で
は
随
分
苦
慮
し
た
が
、ま
ず
不

振
の
日
伯
間
貿
易
の
活
性
化
が
先
決
で
、こ

の
た
め
外
務
・
拓
務
両
省
お
よ
び
日
本
商
工

会
議
所
の
肝
煎
り
で
こ
の
民
間
経
済
使
節
団

が
組
織
さ
れ
た
。今
ブ
ラ
ジ
ル
が
日
本
向
け

の
産
物
を
新
た
に
興
す
と
す
れ
ば
、そ
れ
は

綿
作
で
あ
り
、こ
れ
を
大
々
的
に
奨
励
す
れ

ば
、結
果
と
し
て
移
民
の
難
問
も
解
決
の
糸
口

が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
と
挨
拶
し
た
。

　

平
生
は
あ
く
ま
で
民
間
使
節
と
し
て
こ
の

訪
伯
を
位
置
づ
け
て
い
た
が
、ブ
ラ
ジ
ル
政
府

は
彼
ら
を「
国
賓
」扱
い
で
考
え
て
い
た
。こ
れ

を
知
っ
た
平
生
は
、「
将
来
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
同

じ
様
な
経
済
視
察
団
が
日
本
に
来
た
時
に
、同

一
の
待
遇
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
。若
し
そ

れ
が
出
来
ぬ
場
合
、ブ
ラ
ジ
ル
人
は
ブ
ラ
ジ
ル

を
侮
辱
し
た
と
感
じ
、日
伯
親
善
上
障
碍
を
招

き
は
し
な
い
か
」と
駐
伯
大
使
に
伝
え
る
と
、

大
使
は
本
国
に
そ
の
旨
を
伝
え
、了
承
を
得
た

と
の
返
事
が
あ
り
、5
月
16
日
、一
行
は
国
賓

と
し
て
大
歓
迎
の
な
か
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に
入
港
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
滞
在
中
彼
ら
は
精
力
的
に
行
動

し
、殊
に
ブ
ラ
ジ
ル
綿
の
有
望
性
を
再
確
認
し

た
ほ
か
、日
伯
通
商
協
会
の
設
立
も
合
意
さ
れ

た
。こ
の
使
節
団
が
い
か
に
成
功
だ
っ
た
か

は
、最
後
の
日
伯
会
談
で
外
相
が
平
生
団
長
に

コ
メ
ン
ダ
ト
ー
ル
勲
章
を
授
与
し
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。だ
が
そ
れ
に
し
て
も
政
府
お

よ
び
実
業
家
の
歓
迎
ぶ
り
と
移
民
排
斥
は
ど

う
も
し
っ
く
り
こ
な
い
。こ
れ
に
つ
い
て
平

生
は
、議
会
で
は
優
生
学
上
日
本
人
は
劣
等

で
あ
る
と
の
妄
説
を
信
じ
る
医
師
勢
力
と
国

家
主
義
者
が
結
束
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推

測
し
た
。

　

平
生
経
済
使
節
団
の
成
果
は
さ
っ
そ
く
現

れ
た
。帰
国
途
上
の
昭
和
10（
1
9
3
5
）年
10

月
23
日
、サ
ン
パ
ウ
ロ
総
領
事
か
ら
広
田
弘
毅

外
相
へ
の
報
告
に
、ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は「
移
民

二
分
制
限
条
項
の
解
釈
並
び
に
適
用
を
緩
和

す
る
こ
と
に
方
針
を
決
定
」と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
船
上
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

神
戸
港
に
接
岸
し
た
の
が
10
月
28
日
。そ
の

1
か
月
後
の
12
月
3
日
、岡
田
総
理
か
ら
勅
撰

貴
族
院
議
員
奏
請
の
連
絡
が
あ
り
、4
日
に
辞

令
を
受
け
る
。そ
し
て
5
日
に
は
天
皇
陛
下
に

ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
約
50
分
に
わ
た
っ
て
ご

進
講
を
申
し
あ
げ
た
。平
生
に
と
っ
て「
身
に

余
る
光
栄
」の
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

　

日
本
人
移
民
が
笠
戸
丸
で
コ
ー
ヒ
ー
の
国

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
の
は
明
治
41（
1
9
0
8
）

年
の
こ
と
だ
が
、大
正
13（
1
9
2
4
）年
7
月
の

ア
メ
リ
カ
排
日
移
民
法
以
降
、日
本
に
と
っ
て

ブ
ラ
ジ
ル
は
中
心
的
移
民
国
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。東
京
海
上
火
災
専
務
平
生
釟
三
郎
は
同

年
9
月
か
ら
翌
年
4
月
ま
で
世
界
巡
遊
に
出

か
け
る
。そ
の
際
、周
囲
を
驚
か
せ
た
の
は
、旅

程
の
1
か
月
近
く
を
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
充
て

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
洗
面
所
な
ど
も
そ
の

汚
ら
し
さ
加
減
は
到
底
洗
面
う
が
い
を
な
す

の
勇
気
な
し
」と
彼
自
身
に
言
わ
せ
る
ほ
ど
の

貧
国
に
、世
界
的
大
企
業
の
専
務
が
訪
問
す
る

と
い
う
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
。

　

平
生
は
12
月
4
日
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に
着
く
や
、精
力
的
に
日
本
人
植
民
地
を
見

て
回
り
、多
く
の
問
題
点
に
気
づ
く
。人
口
過

剰
の
故
に
移
民
を
送
り
出
し
な
が
ら
、ま
と

も
な
調
査
・
研
究
を
し
て
い
な
い
政
府
。ま
た

移
民
斡
旋
会
社
の
杜
撰
さ
な
ど
。し
か
し
こ

の
国
は
広
大
な
土
地
と
豊
富
な
資
源
に
恵
ま

れ
、土
地
狭
小
で
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
と
っ

て
は
極
め
て
魅
力
的
に
見
え
た
。「
余
生
と
余

財
は
社
会
国
家
奉
仕
」の
た
め
と
考
え
て
い
た

平
生
は
、こ
の
旅
行
を
機
に
実
業
界
の
第
一
線

か
ら
退
く
。

　

大
正
15（
1
9
2
6
）年
4
月
、平
生
は
神
戸

で
の
日
伯
協
会
設
立
委
員
会（
5
月
8
日
創

立
）で
、「
移
民
と
し
て
の
教
養
」の
場
と
し
て

の「
一
大
移
民
収
容
所
」を
提
案
し
、賛
同
を
得

る
。7
月
24
日
、平
生
は
神
戸
市
長
ら
と
と
も

に
濱
口
雄
幸
内
相
に
会
見
し
、収
容
所
建
設

を
陳
情
す
る
。彼
か
ら
は
、移
民
奨
励
は「
政

府
の
国
策
」だ
が
、予
算
が
苦
し
い
状
態
な
の

で「
仮
収
容
所
」か
ら
始
め
ら
れ
な
い
か
、と

の
好
意
的
回
答
を
得
る
。こ
れ
が「
国
立
移
民

収
容
所
」と
し
て
実
現
す
る
の
は
昭
和
3

（
1
9
2
8
）年
2
月
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
で
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
の

は「
出
稼
ぎ
型
」で
は
な
く「
定
住
型
」で
あ
っ

た
。と
す
れ
ば「
資
本
」は
欠
か
せ
な
い
。彼
は

雑
誌『
ブ
ラ
ジ
ル
』に「
資
本
家
の
奮
起
を
促

す
」と
い
う
一
文
を
載
せ
る
。今
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
労
働
不
足
で
移
民
に
追
風
が
吹
い
て
い
る

が
、労
働
過
剰
に
転
じ
る
と「
土
着
労
働
者
又

は
白
人
労
働
者
が
団
結
し
て
日
本
移
民
を
排

斥
」す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、予
防
策
と
し

て「
日
本
の
資
本
家
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る

土
地
を
購
入
す
る
こ
と
が
急
務
」で
あ
る
。

「
労
資
相
伴
っ
て
入
国
す
れ
ば
現
地
の
労
働

者
と
競
争
す
る
必
要
も
な
く
、日
本
人
所
有

の
未
開
墾
地
を
開
拓
す
る
の
だ
か
ら
、ブ
ラ

ジ
ル
国
民
も
満
足
」す
る
だ
ろ
う
と
。

　

昭
和
2（
1
9
2
7
）年
、移
民
の
政
府
統

括
組
織
と
し
て
海
外
移
住
組
合
連
合
会
が
設

立
さ
れ
る
が
、3
年
後
に
は
土
地
購
入
を
急
い

だ
た
め
に
財
政
的
に
行
き
詰
ま
る
。そ
こ
で
政

府
は
経
営
立
て
直
し
の
た
め
、平
生
に
白
羽
の

矢
を
立
て
た
。同
年
12
月
に
松
田
源
治
拓
務
大

臣
と
小
村
欣
一
事
務
次
官（
小
村
寿
太
郎
の
長

男
）が
平
生
を
訪
問
し
、連
合
会
会
頭
へ
の
就

任
を
懇
請
す
る
。平
生
は
、１
．会
頭
兼
理
事
長

と
し
て
人
事
一
切
の
権
限
を
有
し
、２
．経
験

豊
富
な
宮
坂
国
人（
拾
芳
会
会
員
）を
専
務
理

事
と
し
て
実
務
の
総
責
任
者
と
し
、３
．新
体

制
以
前
の
赤
字
は
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
等

を
条
件
に
受
け
入
れ
た
。

　

翌
年
か
ら
平
生
・
宮
坂
新
体
制
が
動
き
始

め
た
が
、軍
部
の
横
暴
で
予
算
も
思
う
に
ま
か

せ
ぬ
な
か
、ブ
ラ
ジ
ル
で
も
排
日
運
動
が
強
ま

り
、つ
い
に
昭
和
9（
1
9
3
4
）年
5
月
24
日

に「
移
民
二
分
制
限
法
」（
50
年
間
の
移
民
総
数

の
2
％
に
制
限
）が
議
会
を
通
過
す
る
。そ
の

理
由
は
、有
色
人
種
へ
の
偏
見
、日
本
人
の
経

済
力
へ
の
脅
威
、ブ
ラ
ジ
ル
綿
糸
布
市
場
を
め

ぐ
る
英
米
の
策
動
、議
会
で
の
排
日
グ
ル
ー
プ

の
存
在
が
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
の「
二
分
制
限
法
」に
慌
て
た
政
府
と
民

『平生釟三郎日記』
第一巻～第十四巻を
刊行中です。

ご注文･ご購入に関するお問い合わせ

甲南大学
生協書籍部

Te l . 078-441-7901
Fax.078-441-7915

訪伯の途次ホノルルで三女 冨美一家と会い、
レイをかけ日の丸の軍扇で別れを惜しむ平生夫妻

カテナ宮殿でヴァルガス大統領に謁見する使節団
一行（前列右から2人目が平生、その隣が大統領）

き
も
い

し
ょ
う
が
い

ま

お
こ

こ
と

ず
さ
ん

も
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岡本のいろいろな情報をご紹介する「岡本ぶらり」。記念すべき1回目

は、“ひつじ”のナゾです。気にかかっている方もいらっしゃるでしょう。

岡本には、“ひつじ”を名乗るお店がいくつかあります。その昔、岡本に

はひつじが放牧されていたとか…！？。さっそく、ナゾを解くため2つ

の“ひつじ”のお店に伺いました。

名前の由来がわかりスッキリ。なんと、2つの“ひつじ”は関連があったので

す。地域のつながりがしっかりとしている岡本ならではのエピソードですね。

次号からも岡本を「もっともっと」知るために、ぶらりしちゃいます。

私がさまざまな岡本を
紹介します

ナビゲーター/もっとさん
「岡本」の街をもっともっと知りたい!
好奇心旺盛な女の子。

INFORMATION

このほか、

【職 員】
武田  京子 嘱託職員
（理工学部・知能情報学部事務室）

谷向 真奈美 嘱託職員
（財務部）

江川 宏美 嘱託職員
（教務部）

相樂 紘子 嘱託職員
（経済・法・経営学部合同事務室）

も退職いたしました。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

﹇
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
﹈

新
任
教
職
員
紹
介

平
成
28
年
度

平
成
28
年
度

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

﹇
平
成
29
年
2
月
15
日
現
在
﹈

退
任
職
員
紹
介

図書館・サイバーライブラリ事務室

［資格・特技］ 司書・絵を描くこと

江藤 香  嘱託職員

国際交流センター事務室

平成28年12月1日付 平成28年9月1日付

［資格・特技］ 英会話

中森 天河  専任職員

総務部総務課

［資格・特技］ スポーツ観戦

近藤 理恵  嘱託職員

理工学部・知能情報学部事務室

平成28年12月1日付 平成28年10月1日付

［資格・特技］ 太極拳

斎藤 直美   嘱託職員

総務部人事課

平成29年1月1日付

［資格・特技］ イメージトレーニングコーチ

渡邉 エミ   嘱託職員

約2年8か月甲南学園の職員と

して働かせていただきました。

さまざまな経験を通して、心温

かい甲南人のみなさまに支え

られ、貴重な日々を過ごすこと

ができました。本当にありがと

うございました。今後も甲南学

園のさらなる発展を祈念いた

します。

学長室

平成28年12月31日付
瀬戸 香緒里  専任職員

学生時代を合わせると、約8年

お世話になりました。「転職初

日には痩せていたい」という思

いとはうらはらに、温かい先輩

方のおかげで、最後に5キロ太

りました。ろくにお返しをできな

いまま退職するのは心残りで

すが、今後も甲南学園の益々

の発展をお祈りしています。

理工学部・知能情報学部事務室

平成29年2月15日付
小野 諒佑  専任職員

学長室

［資格・特技］ ラクロス

妹尾 拓真  専任職員
平成28年12月1日付

国際言語文化センター

［専門分野］ ドイツ語教授法

野村 幸宏  講師
平成28年9月1日付

「KONAN TODAY」の送付に関するお知らせご確認ください !

学園広報誌「KONAN TODAY（年2回、9月・3月発行）」は学校法人甲南学園

（甲南大学、甲南高等学校・中学校）の卒業生と在学生・在校生の保護者に送

付しております。住所変更、送付停止、その他ご意見等がございましたら、同封

しているハガキにてお知らせください。

同窓会誌「甲窓（年1回発行）」は甲南学園同窓会

から送付しております。「甲窓」に関する質問等は、

同窓会事務局（TEL.078-842-0357）にお問い合

わせください。 KONAN TODAY

一家に複数冊届いている場合は、

連名でお送りすることも可能です。

甲窓 KOUSOU

第1回

岡本にある“ひつじ”のナゾ？！

兵庫県神戸市

東灘区本山北町3-13-26

清風園２F

TEL／078-862-9734

Access岡本駅

ひつじ
茶房

阪急神戸線

タリーズコーヒー

常永寺

兵庫県神戸市

東灘区岡本1-2-3

TEL／078-441-6869

Access

東海道本線

ひつじ書房

神戸岡本郵便局

ローソン

摂津本山駅

hitsuji・・・

？

児童図書専門店として昭和50（1975）年から、お店

を構えるひつじ書房さん。店主のこだわりで世界中

の良書がそろっています。子どもに親しまれる動物

の名前を付けようといろいろと考え、“ひつじ”に

なったそうです。

ひつじ書房

ひつじ茶房
まるでお家のように和むカフェ“ひつじ茶房”さん。

お店の本棚には絵本の数々、幼いころ手にした1冊

と出合うことも。絵本がたくさん…もしかして？やは

り、お知り合いでもあるひつじ書房さんから、“ひつ

じ”をいただき名付けたそうです。

羊飼いが世話をすることで“ひつじ”が育つように、お店が紹介する
良書と出合うことで、子どもが健やかに育ってほしいという、深い思
いが込められています。

こ
だ
わ
り
の
1
冊
を
求
め
て
、

遠
方
か
ら
も
お
客
さ
ま
が
。

2
つ
の
お
店
は
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
！

マンションの2階にひっそりとあるお店は隠れ
家のようにのんびりします。フレーバーティーと
手作りのスイーツをお試しください。

♪

三菱東京UFJ銀行
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全
日
本
大
学
選
手
権
大
会（
9
月
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
出
場

【
漕
艇
部
】

関
西
学
生
賞
典
障
害
馬
術
大
会（
7
月
）

団
体
総
合
2
位
 
※
44
年
ぶ
り

大
西
央
海（
済
4
）&
ユ
ー
エ
フ
オ
ー
、高
嶋
洋
子（
済

4
）&
ゴ
ー
ル
ド
ガ
ン
ダ
ム
、西
端
将
展（
マ
ネ
3
）&

甲
輝
、安
田
公
翼（
営
2
）&
フ
ロ
ー
ズ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
、西
端
将
展（
マ
ネ
3
）&
甲
太
郎

学
生
賞
典
障
害
飛
越
競
技
優
勝

:

安
田
公
翼（
営
2
）

＆
フ
ロ
ー
ズ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

関
西
学
生
馬
術
選
手
権
大
会（
7
月
）

優
勝

:

西
端
将
展（
マ
ネ
3
）＆
甲
輝

【
馬
術
部
】

全
日
本
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
大
会（
8
月
）

団
体
4
位

【
自
動
車
部
】

全
日
本
学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手
権
大
会（
8
月
）

関
西
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権

大
会（
10
月
）

3
位

:

中
平
永
吉（
法
3
）

全
日
本
学
生
大
会
運
用
法
の
部
出
場（
9
月
）

男
子
軽
量
級
の
部

:

松
本
大
輝（
法
4
）

全
日
本
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会（
11
月
）

男
子
立
会
評
価
法
重
量
級
の
部
優
勝

:

竹
中
将
希（
済
3
）

女
子
立
会
評
価
法
重
量
級
の
部
優
勝

:

長
谷
川
尚
美（
文
3
）

男
子
立
会
評
価
法
中
量
級
の
部
5
位

:

松
本
大
輝（
法
4
）

【
少
林
寺
拳
法
部
】

少
林
寺
拳
法
関
西
学
生
新
人
大
会（
12
月
）

運
用
法
男
子
中
量
級
の
部
3
位

:

平
田
修
一（
法
2
）

運
用
法
男
子
中
量
級
の
部
1
位

:

竹
中
将
希（
済
3
）

運
用
法
の
部
団
体
2
位

第
42
回
西
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
男
子

選
手
権
大
会（
7
月
）

ベ
ス
ト
8

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

全
日
本
学
生
個
人
選
手
権
大
会（
10
月
）

男
子
サ
ー
ブ
ル
出
場

:

土
高
楊
平（
法
3
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
】

関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
個
人
選
手
権
大
会（
7
月
）

4
7
0
級
3
位

:

藤
井
純
也（
済
2
）・
秋
月
将
太
郎

（
済
4
）組⇒

全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
個
人
選
手
権
大
会

出
場

全
日
本
学
生
女
子
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

（
9
月
）

4
7
0
級

:

村
松
叶
子（
文
1
）・
中
村
美
貴（
済
2
）

組
、羽
室
有
彩（
済
2
）・
畑
希
里
華（
マ
ネ
2
）・
浦
新
み

な
み（
法
2
）組
出
場

ス
ナ
イ
プ
級

:

石
田
萌
恵（
済
2
）・
穴
迫
真
澄（
理

2
）・
寺
尾
友
里（
文
2
）組
出
場

【
ヨ
ッ
ト
部
】

関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会（
9
月
）

ス
ナ
イ
プ
級
3
位

団
体
総
合
3
位⇒

ス
ナ
イ
プ
級
は
全
日
本
学
生

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
出
場

西
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会

（
7
月
）

50
ｍ
3
×
40
Ｍ 

6
位

:

町
田
健
太
郎（
法
3
）

50
ｍ
Ｐ
60
Ｍ 

4
位

:

町
田
健
太
郎（
法
3
）　

10
ｍ
Ｓ
60
Ｍ 

6
位

:

町
田
健
太
郎（
法
3
）

10
ｍ
Ｓ
60
Ｍ 

8
位

:

岡
田
康
一（
法
3
）

【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
】

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ナ
イ
ト
陸
上 

秩
父
宮
賜
杯

実
業
団
・
学
生
対
抗
陸
上
競
技
大
会（
7
月
）

男
子
4
0
0
m
4
位

:

三
原
泰
起（
法
3
）

女
子
1
0
0
m
5
位

:

西
尾
香
穂（
営
1
）

秩
父
宮
賜
杯 

西
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会（
7
月
）

男
子
4
0
0
m
6
位

:

三
原
泰
起（
法
3
）

女
子
1
0
0
m
3
位

:

西
尾
香
穂（
営
1
）

女
子
走
高
跳
5
位

:

辻
愛（
文
3
）

女
子
2
0
0
m
1
位

:

永
野
真
莉
子（
営
4
）

女
子
2
0
0
m
3
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

関
西
学
生
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

兼 

2
0
1
6
デ
ィ
ム
ラ
イ
ト
リ
レ
ー
ズ（
9
月
）

女
子
1
0
0
m
1
位

:

西
尾
香
穂（
営
1
）

女
子
1
0
0
m
2
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

女
子
2
0
0
m
1
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

女
子
2
0
0
m
2
位

:

藤
井
彩
和
子（
営
2
）

女
子
走
高
跳
2
位

:

清
水
爽
香（
文
1
）

女
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
1
位

:

川
崎
咲
良（
文

1
）・
林
薫
乃（
営
1
）・
藤
井
彩
和
子（
営
2
）・
木
村
瑞

穂（
済
2
）

女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー
2
位

:

西
山
沙
優（
営

3
）・
藤
井
彩
和
子（
営
2
）・
松
ヶ
谷
茜
里（
営
3
）・
高

月
香
奈（
営
2
）

【
陸
上
競
技
部
】

近
畿
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
8
月
）

女
子
2
0
0
m
2
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

国
体
出
場（
10
月
）

山
邑
祥
次
朗（
高
三
）・
中
井
瑠
美（
高
三
）・
岡
﨑
恭
輔

（
高
二
）

全
国
高
校
選
抜
大
会
出
場（
10
月
）

岡
﨑
恭
輔（
高
二
）・
中
川
光
造（
高
二
）・
一
樂
直
寿

（
高
一
）

西
日
本
小
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会（
10
月
）

中
学
男
子
の
部
優
勝

:

東
村
徳
朗（
中
3
）

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
】

近
畿
私
立
高
校
テ
ニ
ス
大
会（
12
月
）

団
体
準
優
勝

【
テ
ニ
ス
部
】

課
外
活
動
成
果
報
告

み
な
さ
ん
の
活
躍
に

心
よ
り
拍
手
を
送
り
ま
す
。

掲
載
期
間 
2
0
1
6
年
7
月
〜
12
月

（
敬
称
略
）

全
関
西
大
学
空
手
道
選
手
権（
10
月
）

2
部
3
位⇒

1
部
昇
格

【
空
手
道
部
】

全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会（
11
月
）

男
子
団
体
・
女
子
団
体
出
場

日
本
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技（
8
月
）

荒
川
祐
樹（
営
3
）出
場

【
ゴ
ル
フ
部
】

全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会（
8
月
）

女
子
団
体
3
位

:

濱
中
花
純
（
法
2
）・
河
田
麻
衣

（
営
3
）・
池
田
さ
と
み（
文
3
）

【
弓
道
部
】

東
西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合（
11
月
）

濱
中
花
純（
法
2
）出
場

全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会（
7
月
）

石
上
純
平（
法
3
）出
場

【
剣
道
部
】

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会（
7
月
）

小
日
山
瑞
希（
済
4
）出
場

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会（
11
月
）

女
子
団
体
出
場

関
西
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
7
月
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
4

:

橋
本
和（
済
3
）

【
硬
式
庭
球
部
】

関
西
学
生
地
域
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
11
月
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

ベ
ス
ト
4

:

森
匡（
営
3
）・
三
村
公
亮

（
営
2
）組
、藤
永
大
真（
済
1
）・
岩
村
優
友（
済
1
）組

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

優
勝

:

稗
島
啓
司（
法
3
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

準
優
勝

:

森
匡（
営
3
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
4

:

福
嶋
航
大（
営
2
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

ベ
ス
ト
4

:

山
根
万
奈（
法
2
）・
大
田

紗
矢
果（
文
1
）組
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応募締切：2017年5月29日到着分まで

オリジナルエコバッグ
デニム生地にKONANロゴ入り。（サイズ33×38）
ご希望の方は、同封のアンケートハガキでご応募ください。
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大  

学

国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
8
月
）

松
岡
大
和（
高
三
）（
兵
庫
県
代
表
）出
場

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

高
校
竜
王
戦
A
級
個
人
戦（
7
月
）

4
位

:

山
道
淳
也（
高
二
）⇒

近
畿
総
合
文
化
祭
男
子

Ａ
級
戦
出
場

高
校
竜
王
戦
Ｂ
級
個
人
戦（
7
月
）

優
勝

:

四
方
晴
大（
高
一
）⇒

近
畿
総
合
文
化
祭
男
子

Ｂ
級
戦
出
場

近
畿
総
合
文
化
祭
男
子
Ａ
級
戦（
11
月
）

ベ
ス
ト
8

:

山
道
淳
也（
高
二
）

近
畿
総
合
文
化
祭
男
子
Ｂ
級
戦（
11
月
）　

ベ
ス
ト
8

:
四
方
晴
大（
高
一
）

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
男
子
A
級

個
人
戦（
10
月
）

優
勝

:

山
道
淳
也（
高
二
）⇒

全
国
新
人
戦
出
場
権
獲
得

【
将
棋
部
】

高
野
山
競
書
大
会（
8
月
）

館
長
賞

:

川
本
竜
嘉（
高
二
）

【
書
道
部
】

ジ
ャ
パ
ン
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
8
月
）　

ベ
ス
ト
サ
ウ
ン
ド
賞

:

団
体
受
賞

ナ
イ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
賞

:

村
上
世
和（
高
二
）

第
8
回
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ス
テ
ラ
ジ
ャ
ム
」（
9
月
）

ス
テ
ラ
ジ
ャ
ム
ノ
ミ
ニ
ー
4 

C
a
l
i
f
o
r
n
i
a 

J
a
z
z 

C
o
n
s
e
r
v
a
t
o
r
y 

賞

:

泉
俊

輔（
高
二
）

【
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
】

兵
庫
県
中
学
校
秋
季
テ
ニ
ス
大
会（
9
月
）

団
体
優
勝

近
畿
私
立
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会（
10
月
）

団
体
優
勝

全
国
私
立
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
12
月
）

団
体
優
勝 

※
昨
年
度
に
続
き
2
連
覇

全
国
私
学
テ
ニ
ス
大
会（
3
月
）

中
一
茶（
高
二
）・
梶
原
洋（
高
二
）・
四
宮
大
地（
高

二
）・
石
川
雅
也（
高
二
）・
高
尾
尚
樹（
高
二
）・
花
田
輝

充（
高
二
）・
近
田
賢
祐（
高
二
）　
棚
橋
勇
斗（
高
一
）・

沖
津
尊
弘（
高
一
）出
場

高
校
・
中
学

全
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会（
12
月
）

男
子
団
体
出
場

【
フ
ッ
ト
サ
ル
部
】

天
皇
賜
盃 

日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権（
9
月
）

女
子
2
0
0
m
8
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

女
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
7
位

:

木
村
瑞
穂（
済

2
）・
西
尾
香
穂（
営
1
）・
永
野
真
莉
子（
営
4
）・
三
宅

真
理
奈（
営
1
）

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

兼

日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
10
月
）

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
1
0
0
m
1
位

:

西
尾
香
穂（
営
1
）

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
走
高
跳
4
位

:

清
水
爽
香（
文
1
）

関
西
学
生
陸
上
競
技
種
目
別
選
手
権
大
会 

兼 

関
西
学
生
混
成
選
手
権
大
会（
10
月
）

女
子
2
0
0
m
1
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

女
子
4
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
1
位

:

松
ヶ
谷
茜
里（
営
3
）

女
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
1
位

:

岸
本
愛
菜（
営

2
）・
西
山
沙
優（
営
3
）・
藤
井
彩
和
子（
営
2
）・
木
村

瑞
穂（
済
2
）

女
子
1
0
0
m
2
位

:

西
尾
香
穂（
営
1
）

女
子
1
0
0
m
3
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

エ
コ
パ
ト
ラ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
ズ（
11
月
）

女
子
1
0
0
m
6
位

:

木
村
瑞
穂（
済
2
）

一
般
女
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
4
位

:

杉
浦
七
海

（
文
1
）・
三
宅
真
理
奈（
営
1
）・
藤
井
彩
和
子（
営
2
）・

川
崎
咲
良（
文
1
）

一
般
女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー
6
位

:

西
山
沙
優

（
営
3
）・
松
ヶ
谷
茜
里（
営
3
）・
高
月
香
奈（
営
2
）・
杉

浦
七
海（
文
1
）

編集後記
　今号よりタイトルロゴと表紙を変更しました。長きにわたり、表紙を飾っていた
だいた、西井義晃先生（1961年経済学部卒）に心より感謝申しあげます。
　今回の表紙は岡本キャンパス正門からの風景を撮影しました。校舎へと向か
う緩やかな坂道を改めて写真で見ると、実際の距離以上に奥行きを感じます。登
下校以外にも、入学式や卒業式、大学祭などさまざまな節目に学生たちでにぎわ
うこの坂道は、思い出深い場所の一つではないでしょうか。また、裏表紙には「甲
南学園の100年」と題して、約75年前の正門の写真を紹介しています。長い時間
を経ても、当時の面影を残したこの場所に学生時代を重ねてご覧いただければ
幸いです。

抽選で
30名様に！

北村 達也
［知能情報学部
教授］著
近代科学社
￥2,700（税別）

はじめての
ＭＡＴＬＡＢ

藤川 智子
［1985年
文学部卒］著
ほるぷ出版
￥1,400（税別）

江戸のお店屋さん
その参

中谷 庄一
［1958年
経済学部卒］著
神戸新聞
総合出版センター
￥926（税別）

リバース・
モーゲージ

高野 清弘
［法学部名誉教授］、
土佐（濱谷）和生
［法科大学院教授］編
行路社
￥3,000（税別）

知的公共圏の
復権の試み

福井 義一
［文学部教授］他訳
星和書店
￥3,500（税別）

身体に
閉じ込められた
トラウマ

子安 增生
［文学部特任教授］
共著
金剛出版
￥1,800（税別）

公認心理師

稲生 淳
［1978年
経済学部卒］著
森話社
￥2,200（税別）

熊野
海が紡ぐ近代史

河﨑 照行
［共通教育センター
教授］著
中央経済社
￥3,000（税別）

最新
中小企業会計論

甲南学園の教員･教諭と卒業生が執筆した 新 刊一覧

男
子
団
体
出
場

田中 貴子
［文学部教授］共著
大阪大学出版会
￥2,300（税別）

世阿弥を学び、
世阿弥に学ぶ
12人の専門家が「世阿弥」
を語る－講演・対談集－

富樫 公一
［文学部教授］共著
岩崎学術出版社
￥3,200（税別）

臨床場面での
自己開示と倫理

－関係精神分析の展開－

富樫 公一
［文学部教授］著
誠信書房
￥3,200（税別）

不確かさの
精神分析
リアリティ、トラウマ、
他者をめぐって

福井 義一
［文学部教授］訳
金剛出版
￥2,600（税別）

催眠をはじめる
ときに知って
おきたかった
101のこと

高野 清弘
［法学部
名誉教授］訳
行路社
￥3,600（税別）

法の原理
自然法と政治的な
法の原理

永廣 顕
［経済学部教授］ほか著
財務省財務総合政策
研究所財政史室
￥8,611（税別）

平成財政史－
平成元～12年度
第5巻
国債・財政投融資

永廣 顕
［経済学部教授］ほか著
財務省財務総合政策
研究所財政史室
￥7,407（税別）

平成財政史－
平成元～12年度
第10巻 資料（3）
財政投融資・国有財産

山岡 晃
［甲南高等学校・
中学校教諭］ほか編
山川出版社
￥1,000（税別）

みるみる
論述力がつく
世界史

総会・懇親会等詳細は4月に郵送でご案内いたします。
甲南高等学校OBの方は是非ご参加ください！

甲南高等学校
同窓会

神戸ポートピア
ホテル

場所

6月3日
2017年 

土
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